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（令和３年度）

令 和 ４ 年 ９ 月
秋田市教育委員会





第１部 点検・評価にあたって第１部 点検・評価にあたって

１ 点検・評価の趣旨

本報告書は 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、秋田、

市教育委員会が、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について自己

点検・自己評価を行い、その結果をまとめたものです。

、 、 、本市では 毎年 前年度の主要な施策・事業についての点検・評価を行い

これにより明らかになった課題等の改善を図ることで、より効果的な教育行

政の推進に努めています。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄）

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状

況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、こ

れを議会に提出するとともに、公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し

学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。

２ 点検・評価の対象

今年度の点検・評価は、令和３年度の事務・取組を対象とし、秋田市教育

ビジョンの施策体系に沿って、当該年度の主要な施策・事業を選定した上で

実施しています。

３ 点検・評価の内容

秋田市教育ビジョンの「施策」ごとに評価シートを設け、以下の各項目を

整理しています。

「施策・事業」

本市教育の目指す姿の実現に向け、令和３年度に取り組んだ主要な施策・

事業を記載しています。

「内 容」

「 」 。施策・事業 の令和３年度における具体的な取組内容を記載しています

「実績および成果（自己評価 」）

令和３年度における事業実績および取組の成果を記載しています。

「今後の課題と対応（令和４年度以降の取組 」）

今後取り組むべき課題や各施策・事業の方向性を記載しています。

「方向性」

令和４年度以降の取組状況を令和３年度と比較したときの取組の方向性を

以下の５段階で記載しています。

＜拡 大＞ 対象範囲や予算額などが大きくなっている

＜見直し＞ 同程度の事業規模で、内容に変更を加えている

＜継 続＞ 同程度の規模・内容で取組を行っている

＜縮 小＞ 対象範囲や予算額などが小さくなっている

＜終 了＞ 令和３年度で取組が終了している

４ 学識経験者の知見の活用

点検・評価にあたっては、教育委員会による自己点検・自己評価について

の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図

ることが求められています。

本市では、教育ビジョンに沿った点検・評価を行うという観点から、教育

ビジョン策定時の検討委員から点検・評価アドバイザーを選任しており、今

年度は、佐藤修司氏（秋田大学大学院教育学研究科教授 、椙本歩美氏（国際）

教養大学国際教養学部グローバル・スタディズ領域准教授）からご意見をい

ただきました。

学識経験者のご意見等は、各施策毎に該当ページに掲載しています。

５ 報告書の作成スケジュール

令和４年５月26日 教育委員会５月定例会

（点検・評価の実施方針について報告）

令和４年７月27日 教育委員会７月定例会

（教育委員の意見に対する対応内容の報告）

令和４年８月21日 学識経験者から意見聴取

令和４年９月22日 教育委員会９月定例会

（点検・評価報告書の議決）
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第２部 点検・評価の結果第２部 点検・評価の結果

目指す姿 目　標 施策の方向性 施　策 ページ

新・秋田市教育ビジョンの策定 3

１－１ 道徳教育の充実 4

１－２ 人と人との絆づくり 6

１－３ 人間関係を築く力の育成 8

２－１ 学習指導の充実 10

２－２ 読書活動の充実 14

３－１ 健康教育の充実 16

３－２ 体力の向上 19

３－３ 食育の推進 21

４－１ キャリア教育の推進 23

４－２ 郷土秋田に根ざした教育の推進 24

４－３ グローバル化に対応した教育の推進 25

５－１ 幼保小連携の推進 27

５－２ 小中一貫した考えに立った教育の充実 29

６－１ いじめの防止 30

６－２ 不登校児童生徒への支援 32

６－３ 特別支援教育の充実 35

６－４ 情報モラル教育の充実 38

６－５ 防災教育の充実 39

７－１ 教職員研修の充実 41

７－２ 家庭・地域・関係機関等との連携体制の充実 43

８－１ 秋田商業高等学校の教育の充実 44

８－２ 御所野学院高等学校の教育の充実 46

８－３ 秋田公立美術大学附属高等学院の教育の充実 48

１－１ 学校配置の適正化 50

１－２ 児童生徒の実情に応じた学びの支援 52

２－１ 学校内の安全安心の確保 55

２－２ 通学路等の安全確保 57

２－３ 安全安心で安定的な学校給食の提供 59

２－４ 学校施設の整備 61

１－１ 学習支援体制の充実 65

１－２ 学習機会の充実 67

１－３ 学習成果の活用支援 70

１－４ 地域コミュニティづくりの推進 72

２－１ 図書館サービスの向上 74

２－２ 太平山自然学習センター、自然科学学習館における体験活動の充実 77

２－３ 市民サービスセンターにおける社会教育活動の充実 79

【目標２】
将来にわたり安全安心で快適な学校教育環境の整備

１ 良好な学校教育環境の整備

２ 安全安心な学校教育環境の整備

【目標３】
生涯を通じて個性と能力を発揮できる社会教育の充実

１ 社会教育の充実

２ 社会教育施設等における活動の充実

郷
土
あ
き
た
の
明
日
を
拓
く
「

自
立
と
共
生
」

の
人
づ
く
り

【目標１】
 志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ
学校教育の充実

１ 豊かな人間性の育成

２ 確かな学力の育成

３ 健やかな心と体の育成

４ 夢や希望、志をはぐくむ教育の推進

５ 一貫性・系統性を踏まえた教育の推進

６ 今日的な課題に対応した教育の充実

７ 教育の質を高める体制の充実

８ 高等学校教育の充実
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新・秋田市教育ビジョンの策定

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

秋田市教育 第４次秋田市教育ビジョンを作成 第４次秋田市教育ビジョンに基づ新・ これまでの取組や教育環境を取り
ビジョンの策定 した。 き、各種施策・事業を実施し、本市巻く様々な課題を整理するととも

教育のさらなる充実を図る。（総務課） に、今後目指すべき方向を明確にす 【計画期間】

終了るため、新たな「秋田市教育ビジョ 令和４年度から８年度までの５年間

ン」を策定し、本市教育のさらなる 【本市教育の目指す姿】

充実を図る。 「あきたの未来を ともにつくり

ともに生きる 『自立と共生』の人

づくり」

【学識経験者の意見等】

○５年ごとの策定であるが、児童生徒数の減少による学校適正配置の必要性が毎回増してきている。学校教育・社会教育と地域とが連携し
た、人づくりと街づくりが連動するシステムの構築を期待したい。また、教育の充実が、全世代の生活の質の向上、幸福追求や権利の実

現につながるように取り組んでいただきたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
豊かな人間性の育成施策の方向性１

道徳教育の充実施策１

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

道徳教育推進教師を中心に、全教 子どもの実態や地域の願いを踏ま教育活動全体を 子どもたちが命の尊さを知り、善

職員で自校の道徳教育の目標や方向 え、育てたい子ども像や身に付けさ通じた道徳教育 悪を判断する力や他者を思いやる

性について共通理解を図り、学校教 せたい力を明確にして、指導内容のの推進 心、自ら律する心など、よりよく生

育全体を通じた道徳教育の充実に努 重点化を図る。（学校教育課） きるための基盤となる道徳性を養う
めた。 学校訪問指導や教職員研修等を通 継続ため、学校行事や体験活動、各教科

各校の実態や取組状況を踏まえた して、自己を見つめ、人としてのよ等との関連を図った道徳教育を推進

学校訪問指導や教職員研修会等を通 りよい生き方について深く考え、思する。

して、考え、語り合う道徳科の指導 いを語り合う道徳科の指導の充実を

の推進に取り組んだ。 図る。
学校報や学年通信、ホームページ 道徳科の授業公開や学級懇談、学家庭、地域と連 道徳教育に関する意見交換や道

等を通して、自校の道徳教育の取組 校運営協議会等を通して、子どもの携した取組の推 徳科の授業公開などを通して、学

について積極的な情報発信に努め 道徳性をはぐくむことの重要性につ進 校、保護者、地域が一体となって

た。 いて共通理解を図るとともに、道徳（学校教育課） 子どもを育てる取組を推進する。

道徳科の授業公開や学級懇談、学 教育と関連付けた地域での体験活動
校運営協議会の会議等で、自校の取 や地域人材の活用を推進し、家庭や 継続

組や子どもに身に付けさせたい道徳 地域と連携した取組の充実を図る。

性について共通理解を図った。
【令和３年度実績】

学校運営協議会において道徳教育

についての協議を行った学校 52校

小学校で「人権の花」運動を実施 「人権の花」運動の円滑な実施の「人権の花」運 児童が互いに協力し合いながら花

し、人権尊重の心をはぐくむ啓発活 ため、引き続き、法務局や県と実施動の実施 を育て、命の大切さや相手への思い
動を行った （法務省委託事業） 校の連絡調整に努める。（総務課） やりといった人権尊重の心をはぐく 。

【令和３年度実施校】 【令和４年度予定校】 継続むとともに、情操をより豊かにする

保戸野小学校、旭南小学校、川尻 築山小学校、中通小学校、土崎小「人権の花」運動を実施する。

小学校、高清水小学校、太平小学 学校、下新城小学校、金足西小学【実施予定】小学校８校

校、寺内小学校、戸島小学校（７校） 校、八橋小学校、泉小学校、雄和
小学校（８校）
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【学識経験者の意見等】

○道徳が教え込みになったり、うわべだけであったり、非合理的な精神主義にならないように留意して、すべての人の権利を大事にする、
科学的、合理的で、平和的、民主主義的なものになるように取り組んでいただきたい。総合的な学習の時間だけでなく、道徳についても

他教科や、教育課程全体との関連を重視していただきたい。

○道徳教育は学校教育の中でも大変重要な施策と考えられる 「考え、語り合う道徳科の指導の推進」の効果を検証し、それらを踏まえて。

更なる道徳教育の充実に努めていただきたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
豊かな人間性の育成施策の方向性１

人と人との絆づくり施策２

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

学校運営協議会において、地域素 学校運営協議会において 「絆づ「絆づくり教育 各校の特色や地域性を生かした 、

材や人材などについて情報共有を図 くり教育プラン」の取組状況や成果プラン」の推進 「絆づくり教育プラン」を作成し、
るとともに、地域と連携した取組に 等について協議し、家庭・地域との 継続（学校教育課） 保護者や地域の方々の理解と協力を
ついてホームページ等を通して情報 絆づくりを推進する。得ながら、子ども同士、学校と家庭

（Ｐ43に再掲） 発信を行い、学校と家庭・地域との・地域との絆づくりを推進する。
絆づくりを推進した。

学校や保護者、地域住民が学校経 学校と保護者、地域住民が学校経 学校経営ビジョンのほか、学校とコミュニティ・

営ビジョンを共有し、互いに協力し 営ビジョンを共有し、互いに協力し 地域の連携のあり方や地域の見守りスクールの充実

） 合うため、コミュニティ・スクール 合う体制づくりを図った。各校にお などについて協議し、それぞれの立（学校教育課
の運営の充実を図る。 いて、学校運営協議会を年２～３回 場や役割に応じた支援し合う体制づ

（Ｐ43に再掲） 開催し、自校の教育活動についての くりを推進するとともに、協議会記

情報共有や協議会のこれまでの取組 録を学校報やホームページ等で公開 継続
、 。を踏まえた地域との連携・協働のあ するなど 情報発信について努める

り方などについて協議し、取組の充 また、連絡協議会を開催し、取組

実を図った。 事例を紹介するなどして、各協議会
【令和３年度実績】 の運営の充実に努める。

62協議会 委員535人

「中学生サミット」を年２回開催 「中学生サミット」における各校「はばたけ秋田 全市的な学校間交流を推進する

し、市内中学校の生徒会代表者が、 の生徒会活動や全市一斉活動についっ子」教育の推 ため 「中学生サミット」を開催す、

全市一斉あいさつ運動や各校の生徒 ての協議を通して、学校間の交流を進 る。
会活動などについての情報交換等を 図るとともに、中学生の主体的な取（学校教育課）

行うとともに、ネット利用に関する 組を推進する。 継続

ルールについて生徒自らが考える機
会を設けるなど、学校間の交流を深

め、中学生の主体的な取組の推進を

図った。
【令和３年度実績】 参加者102人
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【学識経験者の意見等】

○学校運営協議会が、従前の学校評議員とは違い、学校運営に参画し、学校改革・改善に取り組む活動を期待したい。児童会、生徒会との
交流も望ましい。先進的な取組を全市的に交流する機会や、広報する機会があってもよい。地域による学校支援活動だけでなく、学校に

よる地域支援活動も活発に行われることを期待したい。

○学校と保護者、地域住民の連携や協働の取組について、より一層の充実を期待したい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
豊かな人間性の育成施策の方向性１

人間関係を築く力の育成施策３

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

道徳科や特別活動等において、自 教職員研修や学校訪問等を通し学級づくり、集 集団のよさや人間関係を築くこと

分の思いや考えを表現し、互いに認 て、望ましい人間関係を築く力を育団づくりの充実 の大切さを実感する学級活動や異年

め合う場面を設定することなどによ 成するための指導のあり方について（学校教育課） 齢集団活動等の充実を図る。
り、相互の理解を深め、よりよい集 助言し、互いの心が通い合う集団づ

団づくりを目指す活動の充実を図っ くりに努める。 継続

た。
学校行事等において、互いを認め

合う活動や、多様な他者と協働する

機会を大切にすることで、自他を尊
重する態度の育成に努めた。

「 」 「 」Ｑ－Ｕ調査を生 小学５年生と中学２年生を対象 学級づくり・集団づくり研修会 学級づくり・集団づくり研修会

を実施し、Ｑ－Ｕ調査の有効性と学 や初任者研修等において、Ｑ－Ｕ調かした学級集団 に、学級に対する満足度等を客観的

級経営や集団づくりに生かすための 査の有効性等について理解を深めるづくり に把握するＱ－Ｕ調査を実施し、よ

） 方策等について理解を深めた また 研修の充実に努める。（教育研究所 りよい学級集団づくりに活用する。 。 、

「講師研修会」では、Ｑ－Ｕ調査を また、研修で用いた資料を学校間
活用した望ましい学級づくりについ ネットワークを通じて各校に提供す

て研修を深めた。校内研修等で活用 る。

できるよう、研修で用いた資料を学
校間ネットワークを通じて各校に提 継続

供した。
各校においては、調査結果から学

級集団の傾向をとらえて、児童生徒

への支援のあり方を見直したり、事
後の指導に生かしたりするなど、Ｑ

－Ｕ調査の結果を活用した学級づく

りに努めた。
【令和３年度研修会参加者】

・学級づくり・集団づくり研修会 19人
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【学識経験者の意見等】

○道徳、特別活動にとどまらず、教育課程全体、とりわけ授業において、学級づくり、集団づくりが重視されるように取り組んでいただき
たい。すべての子どもの自己肯定感、自己有用感、自己効力感が高まるようにする必要があるが、そのためには教職員自身、そして保護

者の自己肯定感等を高めることが求められる。

○授業や行事等だけでなく日頃の教育活動全体を通じても、自他を尊重する態度の育成を図っていただきたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
確かな学力の育成施策の方向性２

学習指導の充実施策１

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

小学校５年生、中学校２年生を対 本市児童生徒の課題を踏まえた調基礎学力調査の 基礎学力調査を実施し、学力の

象に調査を実施し、本市児童生徒の 査問題を作成するとともに、調査結実施と調査結果 状況を把握するとともに、全国学

学力の状況の把握に努めた。 果の分析をもとに指導資料を作成すの活用 力・学習状況調査と関連させた指

調査後の分析結果に基づき作成し る。（教育研究所） 導資料を作成し、その活用を推進
た指導資料 授業改善のポイント 各校における授業改善が図られるする。 「 」、

全国学力・学習状況調査と関連させ よう、学校訪問指導や教科の研修会 継続

た指導資料「学習指導改善の方策」 において指導資料を活用するととも
を各校に配布するとともに、学校間 に、学校間ネットワークやホームペ

ネットワークやホームページを通じ ージを通じて活用の推進を図る。

て活用の推進を図った。

ＩＣＴ活用の推 タブレット端末を活用した授業 デジタル教科書やＩＣＴ機器を活各校において、タブレット端末の

進 実践例などをまとめた指導資料を 用した授業づくりについて学ぶ各教持ち帰り等に関する実証実験を行っ

（教育研究所） 作成するとともに、学校訪問指導、 科の研修会を実施する。また、タブた。

（学校教育課） 研修を通して、ＩＣＴの効果的な レット端末を活用した授業実践事例指導主事が全ての小・中学校を訪

活用を推進する。 等をまとめた冊子を作成し、各校に問して行うＩＣＴ実技講習会を実施

・校長研修会 配布する。し 教員の操作技能の向上を図った、 。

各教科の研修会において、デジタ 指導主事が全ての小・中学校を訪・情報教育主任研修会

ル教科書やＩＣＴ機器を活用した授 問して行うＩＣＴ活用推進講習会を・ＩＣＴ活用研修会Ａ・Ｂ
業づくりについて理解を深めた。ま 実施し、各校の課題に応じた研修の・ＩＣＴ実技講習会 ほか

た、タブレット端末を活用した授業 充実に努める。 継続

実践例をまとめた冊子を作成し、 ＩＣＴを活用した取組等に関する

ＩＣＴを効果的に活用しながら確か 情報を学校間ネットワークを通じ、
な学力をはぐくむ授業づくりが推進 随時提供するなど、ＩＣＴ機器を効

されるよう努めた。 果的に活用しながら確かな学力をは

【令和３年度実績】 ぐくむ授業づくりが推進されるよう
・ＩＣＴ実技講習会 努める。

市立全小・中学校において実施
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

課題研究推進校を明徳小学校およ 課題研究推進校を牛島小学校お課 題 別 研 修 課題研究推進校において実践的

び土崎中学校に委嘱し、ＩＣＴを活 よび御所野学院中学校に委嘱し、（ＩＣＴを活用 な研究に取り組み、その研究成果

用した教育の推進について研修を深 ＩＣＴを活用した教育についての研し た 教 育 の 推 を全市で共有する。

めた。実践発表会の様子を収めた動 究を推進するとともに、実践発表会 継続進）の推進 【委嘱校】

画を学校間ネットワークを通じて各 により、研究成果の共有を図る。（教育研究所） 明徳小学校、土崎中学校
校に提供し、課題研究推進校におけ

る研究成果の共有を図った。

大型提示装置や、教員用パソコン 計画的に教員用パソコン、プリン小・中学校情報 教育の情報化を推進するため、

等を整備した。 タの整備を行う。教育環境の整備 小・中学校の教育情報ネットワー
【令和３年度実績】 【令和４年度予定】（学事課） クシステムおよび情報機器などの

・大型提示装置 ・教員用パソコンＩＣＴ環境を整備する。

小学校用 272台 小学校用 444台【令和３年度整備予定】

中学校用 109台 中学校用 135台 継続・教員用ノートパソコン36台を更

・教員用パソコン ・プリンタ新

小学校用 47台 小学校用 92台・電子黒板を新たに180台整備

中学校用 316台 中学校用 64台
・プリンタ

小学校用 20台

中学校用 61台

次 世 代 型 学 校 タブレット端末の動作遅延対策と タブレット端末や高速大容量ネッ令和２年度に整備した児童生徒

ＩＣＴ環境の充 して、通信を分散するための回線を トワークの維持管理等を継続するほ１人１台のタブレット端末や高速

実 増設した。 か、ＩＣＴ支援員を32人配置し、引大容量の校内ＬＡＮなどの通信環

（学事課） また、ＩＣＴ支援員を、国の示す き続きＩＣＴを活用した授業の支援境の管理・運用を行う。

基準の倍にあたる２校に１人の割合 を行う。また、学校現場へのサポートと

で配置し、機器のメンテナンスや授して、機器のメンテナンスや授業

業支援、教員研修等、学校現場の総 継続のサポートや教員研修の支援を行
合的なサポートを行った。うＩＣＴ支援員を配置し、タブレ

【令和３年度実績】ット端末を活用した学習を支援す

・回線増設 小学校 41校る。

中学校 21校【ＩＣＴ支援員配置人数】32人

・ＩＣＴ支援員 32人配置
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）
確かな学力をはぐくむ授業づくり 学校訪問指導や各教科等の専門研 学校訪問や専門研修等を通して、学校訪問指導や

を目指し、指導主事等による学校訪 修を通して、確かな学力をはぐくむ 「主体的・対話的で深い学び」の視研修の充実

問指導や教職員研修の充実を図ると 学習指導や各教科等におけるＩＣＴ 点など、学習指導要領の趣旨を踏ま（学校教育課）

ともに、各校の課題解決に向けた校 の効果的な活用について指導・助言 えた授業改善や、多様な学びを支え（教育研究所）

内研修を支援する。 を行った。 る各教科等におけるＩＣＴの効果的 継続

【令和３年度学校訪問数】 な活用を推進する。【学校訪問指導】

小・中・高等学校等 69校 78回全ての市立小・中・高等学校等
【教職員研修】 講座63

小・中学校の教員および特別支援 小学校分は、教員の配置により、 教員の配置により不足する教師用小・中学校教師

学級の児童生徒・教員が使用する教 不足する教師用教科書・指導書を購 教科書・指導書を購入する。用教科書・指導

科書、指導書を購入する。 入した。 また、特別支援学級の指導にあた書の購入

中学校分は、教科書改訂に伴い、 る教師用の教科書・指導書を購入す（学事課）
教師用教科書・指導書を更新した。 る。 継続

また、特別支援学級の指導にあた

る教師用の教科書・指導書を購入し
た。

学習環境の充実を図るため、理科 小学校４校、中学校２校に対し、 小学校４校、中学校２校に対し、小・中学校理科

教育振興法に基づく理科設備および 実験器具や大型提示用の教具など、 理科設備および算数・数学設備を整教育設備等の整

算数・数学設備の整備を行う。 理科設備および算数・数学設備を整 備し、教育環境の充実を図る。備

備し、教育環境の充実を図った。 【令和４年度予定】（学事課）
【令和３年度実績】 ･小学校 理科 四ツ小屋小、勝平小 継続

・小学校 理科 金足西小、八橋小 算数 仁井田小、土崎南小

算数 河辺小、旭南小 ･中学校 理科 秋田北中
・中学校 理科 土崎中 数学 飯島中

数学 河辺中
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【学識経験者の意見等】

○学力調査、ＩＣＴ関係の環境整備・支援・研究推進、各種研修・訪問指導、教育環境整備など、多様な取組が行われており、成果や課題
を検証しながら、継続・充実していくように期待したい。教職員の負担増大にならないように気をつけながら、児童生徒の、表面的、競

争的ではない、協働的で、主体的な学びが行われるようにしていただきたい。

○基礎学力調査を踏まえて授業改善が図られるよう、引き続き学校間ネットワークの推進を継続・向上していただきたい。

ＩＣＴを活用した教育に向けた環境整備が進められている。今後は、教育現場における積極的な活用を期待したい。その際、国内外の先

進的な事例からも学びつつ、秋田市の教育現場にとって有効なＩＣＴの活用を模索・推進していただきたい。また、ＩＣＴを活用した教
育の地域格差（教育現場におけるデジタル格差）がなるべく生じないよう配慮をお願いしたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
確かな学力の育成施策の方向性２

読書活動の充実施策２

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

学校図書館の運営や読書活動の現 学校図書館担当教員と学校司書を 学校図書館担当教員と学校司書が学校図書館の活

状と課題を共有し、学校図書館の効 対象にした「学校図書館担当・学校 共に学ぶ「学校図書館担当・学校司用に関する研修

果的な活用や計画的な読書活動の推 司書研修会」を実施し、学校図書館 書研修会」を実施し、学校図書館のの推進

進について理解を深める研修を実施 の運営や読書指導のあり方などにつ 効果的な活用や、各校における読書（教育研究所）
するとともに、学校図書館担当教員 いて理解を深めた。 活動の推進に向けた支援のあり方に

と学校司書が共に学ぶ機会の充実を また、学校司書学習会を実施し、 ついて理解を深める研修の充実に努

図る。 学校図書館を活用した読書活動や学 める。 継続
習活動の支援について学ぶ機会の充 また、学校司書学習会を実施し、

実に努めた。 学校図書館を活用した読書活動や学

【令和３年度研修参加者】 習活動の支援について学ぶ機会の充
・学校図書館担当・学校司書研修会 実に努める。

参加者48人（うち学校司書25人）
・学校司書学習会 25人（３回）

児童生徒の学習活動や読書活動の 各校の既存図書の計画的な更新に 児童生徒の興味・関心に応じた図小・中学校図書

充実を図るため、 努めた。 書の選定を行うとともに、全国学校の整備・更新 学校図書館の蔵

また、小学校で１紙以上、中学校 図書館協議会の基準を参考に、計画（総務課） 書を整備・更新する。

で２紙以上の新聞を購読した。 的に図書の廃棄を行い、今後も適切 継続

【令和３年度図書充足率】 な整備・更新を図る。
小学校115.2％、中学校127.2％ また、新聞の学校図書館への配備

を継続する。

読書意欲の向上等を図るため、児 小学生の選書体験を各図書館で、 読書習慣の形成には、子どもの読子ども読書活動

童生徒を対象として選書体験事業を 中学生の選書体験を希望する学校で 書意欲を向上させ、継続的に読書がの推進

実施するほか、乳幼児や児童向けに 実施したほか 「読書の記録帳」を 行われることが必要であるため、関（各図書館） 、
貸出履歴を自ら印字できる「読書の 発行するなど、子どもの読書活動を 係機関や対象年齢の子どもとその保

記録帳」を発行する。 推進した。 護者に対し、引き続き選書体験事業

【令和３年度実績】 や読書の記録帳事業、かぞくぶっく
・選書体験参加校 小学校31校 ぱっく事業の周知を行うなど、学校 継続

中学校９校 の協力を得ながら子どもの読書活動
・ 読書の記録帳」新規発行者数 の更なる支援に努める。「

909人（うち808人が図書館利用カ

ードを新たに作成）
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・児童等(０～12歳)への貸出し点数

186,043点

学校図書館の環境整備や読書活動 小・中学校に学校司書25人を配置 引き続き、学校図書館の整備・充学校司書の配置
の一層の充実を図り、魅力ある学校 し、学校図書館の環境整備や児童生 実に努めるとともに、読書活動や学（学校教育課）

図書館づくりを推進するため、市立 徒の読書活動および学習活動の支援 習活動の一層の充実が図られるよ

小・中学校に学校司書を配置する。 の充実に努めた。 う、教職員と学校司書の連携を推進 継続

学校司書の学習会を年３回実施 する。【配置人数】

し、学校図書館の効果的な活用のあ25人（全ての小・中学校に配置
り方について共通理解を図った。し、１校あたり週１日～３日派遣）

【学識経験者の意見等】
○学校図書館が図書に限らず、情報メディアセンターとして機能できるよう、ＩＣＴ関係との関連を強め、また、すべての教科、教育課程

との関連を強めていただきたい。学校図書館担当教員、学校司書の研修、協働も重要であり、学校司書がチーム学校の一員として役割を

果たせるように取り組んでいただきたい。

○学校司書の配置により、読書活動の充実化が図られている。今後も学校司書と教職員の連携を推進することで、学校の読書環境の向上に

努めていただきたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
健やかな心と体の育成施策の方向性３

健康教育の充実施策１

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

子どもたちの健康の保持増進に向 「養護教諭等研修会」を実施し、 「養護教諭等研修会」を実施し、健康教育の推進

けた学校保健活動および一人ひとり 応急処置を行う際の状況把握の重要 がん教育の指導のあり方について理を図る研修の充

の子どもの心に寄り添った支援を推 性や組織的な対応のあり方、感染症 解を深める。実

進する研修の充実を図る。 対策について理解を深めた。また、 「保健主事研修会」では、保健主（教育研究所）
学校間の連携を一層推進するための 事の役割やコロナ禍における学校保

オンライン会議システムを活用した 健委員会のあり方等について理解を

情報交換の方法等について理解を深 深める研修の充実に努める。
めた。 「校長研修会」や初任者研修等に 継続

、 （ ）「保健主事研修会」では、保健主 おいて ＬＧＢＴＱやＨＳＰ ※２

事の役割や学校におけるⅬＧＢＴＱ に関する講義を行うなど、多様性に
（※１）への配慮や対応などについ ついて理解を深める研修の充実に努

て理解を深めた。 める。
【令和３年度研修会参加者】

・養護教諭等研修会 55人

・保健主事研修会 56人

児童が自らの健康や発育等を見つ 児童が自らの健康に関心を持ち、 デジタルコンテンツの開発につい副読本「わたし

め、望ましい生活習慣を身に付ける 基本的な生活習慣を形成できるよ ての研究を進めるとともに、授業にたちの健康」の

ことができるよう、副読本「わたし う、感染症対策の項目の改善を図っ おける副読本の活用例の見直しを図 継続作成
、 。（学校教育課） たちの健康」を作成し、活用の推進 た。また、教職員研修会において、 るなど 内容の充実・改善に努める

を図る。 副読本の効果的な活用について周知

を図った。

児童生徒のむし歯予防対策の推進 市立小・中学校に在籍する児童生 今後もフッ化物洗口事業を継続フッ化物洗口の

と自らの健康に関する意識の向上を 徒のうち、希望する者を対象にフッ し、虫歯予防の意識向上を図ってい実施
図るため、全市立小・中学校でフッ 化物洗口を実施した。 く。（学事課）

、 、化物洗口を実施する。 毎年の歯科検診では平均むし歯本 また 各校に歯科衛生士を派遣し

数（※３）の減少が見られ、成長期 実施状況の確認や指導助言等を行【実施予定回数】

におけるフッ化物洗口は効果的であ う。 継続小・中学校 28回

ることが確認できた。
また、保護者アンケートでは多く

の保護者が事業の継続を望んでい

る。
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検証結果についてはホームページ

で公開した。
【令和３年度実績】

小学校：対象者数 13,312人

参加者数 12,314人
参加率 92.5％

中学校：対象者数 6,750人

参加者数 6,157人
参加率 91.2％

健康教育推進関 令和４年度は、新型コロナウイ本市学校保健の振興と児童生徒・ 新型コロナウイルス感染症の影響

係団体への支援 ルス感染症の影響により 「ひまわ教職員の健康保持増進を図るため、 により 「ひまわり健康家族教室」、 、

（学事課） り健康家族教室」の開催は見送る秋田市学校保健会が実施する「ひま や「秋田市学校保健大会」の開催は

わり健康家族教室」や「秋田市学校 見送ったが、児童生徒・教職員の新 継続こととしたが 「秋田市学校保健大、
会」はオンライン開催を検討する。保健大会」等に対して補助金を交付 型コロナウイルス感染症対策のた

また、児童生徒に対する健康教する。 め、ＣＯ２モニターを27台購入し、

育のさらなる充実が図られるよう、希望する学校へ貸し出した。

引き続き関係団体の支援に努める。

※１ ＬＧＢＴＱ

性的指向や性自認を意味する英語の頭文字を取って作られた、性的少数者を表す総称

※２ ＨＳＰ

生まれつき敏感で、周りからの刺激を過度に受けやすい人のこと。

※３　12歳児の（中学校１年生）の平均むし歯本数の推移
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

秋田市 2.10本 2.00本 1.70本 1.50本 0.90本 0.90本 0.90本 0.80本 0.70本 0.67本 0.59本 0.53本
秋田県 1.90本 1.80本 1.60本 1.30本 1.10本 1.10本 0.80本 0.80本 0.70本 0.70本 0.60本
全　国 1.30本 1.20本 1.10本 1.05本 1.00本 0.90本 0.84本 0.82本 0.74本 0.70本 0.68本

【参　考】
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【学識経験者の意見等】

、 、 。○新型コロナの影響が長く続いていることから 子どもたちの心身に与えた影響を把握して 適切なケアに努めるようにしていただきたい
体験活動の減少、ＩＣＴ、スマホ等の影響も気がかりなところである。

○１２歳児の平均むし歯本数が継続的に減少していることから、引き続き虫歯予防に関する教育活動を推進していただきたい。
ＬＧＢＴＱへの理解を深める研修を実施されるなど、健康教育の広がりへの対応がみられる。今後も、時代に即した健康教育の充実に努

めていただきたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
健やかな心と体の育成施策の方向性３

体力の向上施策２

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

全国体力・運動能力、運動習慣等 課題となっている疾走能力や投球 各種調査の結果を踏まえ、身体の各種調査結果を

調査の結果を検証し、子どもたち一 能力 全身持久力の向上を図るため 使い方等のポイントを示した段階的踏まえた指導改 、 、

人ひとりの体力の向上や運動能力の 運動に親しみながら体力の向上につ な学習指導や、子どもたちが運動に善

実態を踏まえた体育学習の充実を図 ながる授業実践例などを指導資料 親しむ機会としての、小学校におけ（教育研究所）
る。 「子どもの運動の世界を広げよう」 る業間運動（※ 、中学校における（学校教育課） ）

や 秋田市学校教育の重点 に示し 体育的行事の充実など、体育学習の「 」 、

各校に配布した。 工夫に努める。 継続
また 「体育科、保健体育科研修、

会 「中学校体育実技講習会」を実」

施し、体力の向上に係る指導方法の
あり方について理解を深めた。

【令和３年度研修会参加者】

・中学校体育実技講習会 19人
・体育科、保健体育科研修会 55人

本市児童生徒のこれまでの新体力 運動に親しみながら体力の向上に体 育 学 習 指 導 子ども一人ひとりの体力の状況

テストの結果を経年比較し、課題と つながる授業実践例などをまとめた推 進 委 員 会 に に応じた指導の改善を図るため、

、 。よ る 指 導 資 料 体育学習指導推進委員会による指 される疾走能力や投球能力、全身持 指導資料を作成し 各校に配布する

久力の向上をねらいとした指導資料 また、学校訪問指導や「体育科、の作成 導資料を作成し、活用の推進を図

「子どもの運動の世界を広げよう」 保健体育科研修会」において指導資（教育研究所） る。
を作成し、各校に配布した。 料を活用するとともに、学校間ネッ

また、各校における授業改善が図 トワークやホームページを通じて活

られるよう、学校訪問指導や研修会 用の推進を図る。 継続
等において指導資料を活用するとと

もに、学校間ネットワークやホーム

ページを通じて活用の推進を図っ
た。
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

体力の向上への意欲を高めるとと 新型コロナウイルス感染症拡大防 小学校６年生（秋田大学教育文化小学校地区別陸

もに、児童同士の交流を図ることを 止のためブロックごとの記録会は中 学部附属小学校を含む）を３ブロッ上運動記録会の

目的とし、小学校地区別陸上運動記 止としたが、各校で、100ｍ走やハ クに分けて記録会を実施し、体力向実施

録会を実施する。 ードル走、走り幅跳びや走り高跳び 上への意欲を高めるとともに、児童 継続（学校教育課）

等の測定を行うなど、児童が目標を 同士の親睦を深めることができるよ
持って運動に取り組むことができる う努める。

よう努めた。

専門的な技術を有する社会人を中 担当する種目の指導に堪能でない 学校の要望に応じて、その種目の中 学 校 部 活 動

学校の運動部および文化部に派遣す 教員の技術指導の補助を行う外部指 指導に堪能な外部指導者を派遣し、外 部 指 導 者 の

る。 導者を派遣し、部活動指導の充実を 技術面の支援をすることで部活動指 継続派遣
図った。 導の充実に努める。（学校教育課） 【派遣人数】

【令和３年度派遣実績】50人50人（１回あたり２時間程度、

年間17回派遣）

専門的な知識・技能を有する部活 部活動を担当する教員に代わり、 令和４年度は、運動部に加え、文部 活 動 指 導 員

動指導員を配置し、教員の多忙化を 技術指導や大会等の引率を行うこと 化部に２人の部活動指導員を配置の配置

軽減するとともに、部活動の質的な を可能とする指導員を配置し、教員 し、さらなる支援の充実に努める。（学校教育課）

向上を図る。 の多忙化の軽減を図るとともに、部 【令和４年度配置予定】18人 継続

活動の活性化に努めた。【配置人数】
【令和３年度配置実績】16人16人（平日週３日・休日週１日、

年間35週）

※ 業間運動
小学校において２校時と３校時の間（長休み時間）などを活用し、全校児童がマラソンや縄跳びなどの運動を行う活動

【学識経験者の意見等】
○今後も外部指導者の派遣や部活動指導員の配置を積極的に進めていただきたい。特に部活動指導員は教職員の負担軽減にもつながること

から、予算的な制約はあると思われるが、充実していただきたい。

○部活動外部指導者の派遣や部活動指導員の配置により、部活動指導の充実、教員の多忙化の軽減、地域住民との連携が図られている。外

部の指導員と児童生徒や学校間のコミュニケーションや関係構築にも配慮しつつ、今後もより良い部活環境の整備に向けて取組を推進し

ていただきたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
健やかな心と体の育成施策の方向性３

食育の推進施策３

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

子どもの適切な栄養管理や栄養指 献立作成委員会を年３回実施し、 学校給食における栄養摂取や食物給食献立作成委

導の充実、学校給食の効果的な運営 食物アレルギー対応に配慮しなが アレルギー対応の充実を図り、食育員会による献立

を目指し、学校給食献立作成委員会 ら、除去食、代替食の献立を含めた 推進に効果的な献立の作成と提供に 継続作成

による献立作成を推進する。 学校給食摂取基準に基づく統一献立 努める。（学校教育課）
を提供した。【実施回数】

年３回（７月、 月、２月)10

秋田の農産物のよさを実感できる 秋田の食の豊かさを伝えるリーフ 秋田の食の豊かさや地場産農産物「まるごと秋田

よう、地場産農産物を使用したり、 レットを作成し、家庭への情報提供 を使用するよさや意義などについてを 食 べ よ う 給

郷土料理を献立に取り入れた学校給 に努めた。また、じゅんさい汁やと 啓発するため、リーフレットの作成食」の実施

食を実施する。 んぶり入りの野菜ソテーなど、給食 や学校給食を活用した食に関する指 継続（学校教育課）

に郷土料理や地場産農産物を使用し 導の充実に努める。【実施回数】

11 た献立を提供するなどして、秋田の年１回（ 月）
食文化にふれる機会の充実を図っ

た。

児童が秋田市民市場やＪＡの貯蔵 秋田市民市場で食材を購入する体「食から秋田を 秋田の食の豊かさを気づかせ、

施設の見学などを行い、秋田の食の 験活動や農場見学・収穫体験を通し知ろう～秋田市 健全な食生活を営む力をはぐくむ

豊かさについて学んだ。 て、秋田の食の豊かさを実感できる民市場を活用し ため、秋田市民市場を活用し、体

【令和３年度実績】 よう努める。 継続て～」の実施 験活動を実施する。

旭北小学校 42人（学校教育課） 【実施校数】
下新城小学校 16人年２～３校（希望校を募り、市

民市場と実施回数を決定）

食育の推進および指導力の向上を 学校訪問指導を通して、各教科等 学校訪問指導や「栄養教諭・学校学校訪問指導や

目指し、指導主事等による学校訪問 との関連を図った指導や栄養教諭等 栄養職員研修会」において、各教科研修の充実

指導や教職員研修の充実を図る。 の専門性を生かしたＴＴ指導などの 等との関連を図った指導や栄養教諭（学校教育課）

効果的な食育の指導のあり方につい 等の専門性を生かしたＴＴ指導など（教育研究所）

て共通理解を図った。 について共通理解を図り、食育の指
教職員研修会において、学校給食 導の充実に努める。 継続

を活用した食に関する指導や、食物

アレルギー対応について共通理解を
図った。
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【令和３年度学校訪問数】７校

【令和３年度研修会参加者】

26人・栄養教諭・学校栄養職員研修会
23人・学校給食支援員研修会

学校給食の安全確保および食育の 学校給食支援員を配置し、給食に 引き続き、食物アレルギー対応お学 校 給 食 支 援

推進を図るため、学校給食事務を補 関わる事務の円滑な処理を推進し よび異物混入の防止等、学校給食の員の配置

助する非常勤職員を配置する。 た。 安全確保の周知・徹底を図るととも（学校教育課）

23 また 「学校給食支援員研修会」 に、給食の食数管理等が円滑に行わ【配置人数】 人 、

を通して、食物アレルギー対応およ れるよう支援員へのきめ細かな指導（Ｐ59に再掲）
び異物混入の防止等、学校給食の安 ・助言に努める。

全確保の周知・徹底を図った。 継続

【令和３年度配置実績】
・栄養教諭および学校栄養職員未配

置校への配置 18校、18人

・食物アレルギー対応の多い学校へ
の配置 ９校、５人

【学識経験者の意見等】

○食物アレルギー、食中毒など、食に関わる健康上の問題が大きくなっていることから、引き続き適切な対応をお願いしたい。同時に、子

どもの貧困や児童虐待、保護者の食生活の乱れなどの影響にも配慮していただきたい。

○秋田の食文化および農業や畜産漁業の大切さを知る機会を、さらに充実していただきたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
夢や希望、志をはぐくむ教育の推進施策の方向性４

キャリア教育の推進施策１

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

啓発的な体験活 学校訪問指導や教職員研修を通し地域や家庭と連携を図りながら、 各校において、地域人材や企業等

動等の推進 て、各教科等において、地域や様々自己と他者、社会とのつながりを実 を活用した講話会や進路ガイダンス

（学校教育課） な人との関わりを重視し、学ぶ目的感する啓発的な体験活動の充実を図 を実施し、自己の生き方等について

や学び続けることの意義について理る。 理解を深める学習の充実を図った。
解を深める指導の充実を図る。学校訪問指導や教職員研修を通し

て、各教科等における啓発的な体験 継続

活動のあり方などについて指導・助
言を行った。

【令和３年度実施校】

地域人材等を活用した講話会
小学校 19校、中学校 18校

主体的な教育活 校外学習等の移動にかかる経費 校長の経営方針に基づき、各校が校長の経営方針に基づき、啓発的

動の支援 や、外部講師への謝礼など、校長の 重点的に取り組む教育活動を支援すな体験活動等を推進するなど、各校

（総務課） 経営方針に基づく特色ある教育活動 る。が重点的に取り組む教育活動を支援

に対し、その活動の内容や学校規模 継続する。

に応じて予算を配当することによ（Ｐ24に再掲）
り、体験活動等の充実が図られた。

【学識経験者の意見等】

○キャリア教育が単なる体験活動や 「夢」の表出に終わらないように、各教科等と連携した科学的、実践的、主体的なものにすることが、

求められる。地域の産業、職業の状況を客観的につかみ、地域の活性化に仕事を通じて取り組んでいる人を招き、調べるような活動も望
ましい。

○地域人材等の活用や体験学習など特色あるキャリア教育活動を、今後も充実していただきたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
夢や希望、志をはぐくむ教育の推進施策の方向性４

郷土秋田に根ざした教育の推進施策２

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

副読本「わたしたちの秋田市」を 二次元コードを掲載し、タブレッ 新たなデジタルコンテンツを開発副読本「わたし

作成し、郷土の歴史や文化について ト端末で写真資料の検索ができるよ するなど、引き続き掲載内容の充実たちの秋田市」

理解を深める学習の充実を図る。 うにするなど、内容の充実を図ると ・改善を図る。の作成

ともに、単元ごとの指導計画や、体 継続（学校教育課）
験・観察例を記載した教師用指導資

料を併せて作成し、指導の充実に向

けた改善を図った。

郷土の歴史や文化について理解を 社会教育施設や地域の人材等の活 ふるさとに誇りをもち、郷土の発郷土の伝統や文

深める学習や地域に貢献する人材を 用を図り 郷土の自然や歴史 文化 展に積極的に関わろうとする態度を化等について学 、 、 、

活用した学習などの充実を図る。 先人の偉業などについて理解を深め はぐくむことができるよう、地域のぶ機会の充実

るなど、コロナ禍の中、工夫しなが 素材や外部人材、ＩＣＴを活用し、 継続（学校教育課）
ら学校や地域の特性に応じた特色あ 学習内容の充実を図る。

る学習を推進した。

主体的な教育活 校外学習等の移動にかかる経費 校長の経営方針に基づき、各校が校長の経営方針に基づき、啓発的

動の支援 や、外部講師への謝礼など、校長の 重点的に取り組む教育活動を支援すな体験活動等を推進するなど、各校
（総務課） 経営方針に基づく特色ある教育活動 る。が重点的に取り組む教育活動を支援

に対し、その活動の内容や学校規模 継続する。

に応じて予算を配当することによ（ ）Ｐ23より再掲

り、体験活動等の拡充が図られた。

【学識経験者の意見等】

○自分たちが住む地域の良さとともに課題も認識した上で、地域の発展に主体的に取り組んでいこうとする意欲を育ててほしい。子どもた
ちが地域の活性化に取り組む人々と協働する機会を増やすことも望まれる。

○デジタルコンテンツの活用が図られていることは評価できるが、同時に、現場で自然や文化や人々に直接触れることにより、秋田の魅力
を体験的に学ぶ機会は大変重要である。両者を効果的にあわせることで、地域色あふれる郷土の豊かな魅力を改めて実感し、児童生徒が

自らのルーツに誇りを持てるよう、今後も努めていただきたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
夢や希望、志をはぐくむ教育の推進施策の方向性４

グローバル化に対応した教育の推進施策３

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

秋田大学と連携し、小学校教員を 学習指導要領を踏まえた外国語英語教育の推進 外国語活動、外国語科の授業力

対象とした「英会話研修会」を実施 科、外国語活動の授業づくりと評価に向けた研修の 向上や、小学校教員の英語による

し、クラスルームイングリッシュを のあり方、ＩＣＴの効果的な活用に充実 コミュケーション能力の向上を図

意識した外国語科、外国語活動の指 ついて理解を深められるよう、研修（教育研究所） る研修を実施する。
導方法について理解を深めた。 の充実に努める。

「外国語科、外国語活動研修会」 また、秋田大学と連携した「英会

を実施し、授業づくりや評価のあり 話研修会」を実施し、小学校教員の 継続
方について理解を深めた。 英語力の向上を図る。

【令和３年度研修会参加者】
・英会話研修会 ４人

・外国語科、外国語活動研修会 57人

17人の新規ＡＬＴを含む33人のＡ すべての小・中学校および高等学外国語指導助手 英語教育におけるコミュニケー

ＬＴを市立小・中学校および御所野 校等にＡＬＴを派遣して、学級担任の派遣 ション能力の向上を図るため、小

学院中・高等学校表現科に派遣し、 （外国語専科を含む）や英語科教諭（学校教育課） ・中学校および高等学校に外国語

コミュニケーション能力をはぐくむ とのＴＴを実施し、コミュニケーシ 継続指導助手（ＡＬＴ）を派遣する。

指導の充実に努めた。 ョン能力をはぐくむ指導の充実に努【派遣人数】市立中・高等学校等

19 18 める。に 人、市立小学校に 人

グローバル化が急速に進展する状 小学校１校で、イングリッシュス 各校の希望に応じて、イングリッイングリッシュ

況を踏まえ、児童生徒の英語コミュ クールⅠ 児童生徒対象 を開催し シュスクールⅠ・Ⅱを開催し、ＡＬスクールの実施 （ ） 、

ニケーション能力の向上を図るた 児童と４人のＡＬＴが英語によるア Ｔを活用した交流活動や教職員研修（学校教育課）

め、外国語指導助手（ＡＬＴ）を活 クティビティを楽しむ活動を実施し を行い、児童生徒の英語を用いたコ

用し、小・中学校を対象とした英語 た。 ミュニケーション能力の向上や、教 継続
による体験活動等を実施する。 小学校２校で、イングリッシュス 員の外国語活動、外国語科に関する

クールⅡ（教職員対象）を開催し、 指導力の向上を図る。

英語でのアクティビティの進め方な
どについての研修を実施した。
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

小学校中学年の各クラスにネイテ 小学校中学年に外国語外部指導者小 学 校 外 国 語 小学校中学年における外国語活

ィブスピーカーを派遣し（実施時間 を派遣し、英語を用いたコミュニケ活 動 外 部 指 導 動に、市内在住のネイティブスピ

の３分の１程度、年間各クラス９時 ーション能力の向上を図るなど、外 継続者の派遣 ーカーなどを派遣する。

間 、外国語活動の充実を図った。 国語活動の授業の充実に努める。（学校教育課） 【派遣人数】小学校中学年に８人 ）

【令和３年度派遣実績】８人

日本語指導支援サポーターを派遣 日本語指導支援サポーターの確保日本語指導支援 多様な背景をもつ外国人児童生

、 、サポーターの派 徒に対して、日本語指導支援サポ し、授業において言葉を置き換えた に努めるとともに 研修会を実施し

り、理解しづらい言葉を分かりやす 個に応じたきめ細やかな支援の充実遣 ーターを派遣し、一人ひとりの状

く説明したりするなど、児童生徒一 を図る。（学校教育課） 況等に応じたきめ細かな支援の充

人ひとりの状況に応じた支援に努め 継続実を図る。

35 た。【派遣人数】 人
【令和３年度派遣実績】

35人（対象児童生徒38人）

【学識経験者の意見等】

○ＩＣＴを活用した外国語活動、外国語科の充実とともに、家庭等での自主的な学習の進展にも期待したい。ＡＬＴ、ネイティブスピーカ
ーの派遣、交流も重要であることから、日本人教員の研修による授業力向上とともに、英語母国語者との連携に期待したい。

○ＡＬＴや地域のネイティブスピーカーと英語で触れ合う機会をより多く設けるなど、英語教育の一層の充実に努めていただきたい。
日本語指導支援サポーターの派遣により、個々に応じた支援が図られている。今後も支援の充実に努めていただきたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
一貫性・系統性を踏まえた教育の推進施策の方向性５

幼保小連携の推進施策１

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

新型コロナウイルス感染症拡大防 「幼保小連携研修会」を実施し、幼保小の教員・ 幼児期の教育についての理解や小学

止の観点から、幼稚園、保育所、認 幼児期の教育と小学校教育との円滑保育士による合 校との連携のあり方等について、幼保

定こども園の教員・保育士を加えて な接続について理解を深める研修の同研修会の充実 小の教員・保育士が共に学ぶ機会の充

の実施はしなかったものの、小学校 充実に努める。（教育研究所） 実を図る。
教員を対象に「幼保小連携研修会」 また、幼保小連携のあり方をまと

を実施し、幼児期の発達や遊びを通 めた「幼保小連携研修だより」を作

した学びについて理解を深めた。 成し、市内の幼稚園、保育所、認定
また 「幼保小連携研修だより」 こども園に配布するとともに、学校 継続、

を作成し、市立小学校と市内の幼稚 間ネットワークやホームページを通

園 保育所 認定こども園に配布し じて周知を図る。、 、 、
幼児期から児童期の学びと育ちのつ

ながりや、特別な支援を要する子ど
もへの指導のあり方等について共通

理解を図った。

【令和３年度研修会参加者】
・幼保小連携研修会 23人

幼稚園や保育所等の職員との情報 幼稚園や保育所等の職員との連携スタートカリキ 幼児期の教育と小学校教育との

交換や意見交流をもとに、スタート 体制の充実を図るとともに、スターュラムの実践・ 円滑な接続を図るスタートカリキ

カリキュラムの検証・改善を行い、 トカリキュラムの検証・改善を行検証 ュラムについて、ＰＤＣＡサイク

子どもの学びと育ちのつながりを意 い、幼児期の教育と小学校教育との（学校教育課） ルを生かした実践・検証に取り組

識した幼保小連携の一層の充実に努 円滑な接続に努める。 継続む。

めた。
【令和３年度実績】

・入学前に情報交換を実施 41校

・入学後に情報交換を実施 27校

※ 小学校における、幼稚園、保育所(園 、認定こども園と連携した取組の実施状況（平成31～令和３年度教育経営に関する調査））

令和３年度 令和２年度 平成31年度
目指す子ども像などについて、幼稚園、保育所（園 、認定こども園と共通 70.7％ 70.7％ 78.0％）

理解を図る

ＰＤＣＡサイクルを生かし、スタートカリキュラムの改善を図っている 70.7％ 78.0％ 70.7％

- 27 -



【学識経験者の意見等】

○コロナ禍の影響もあるが、幼保小の連携に引き続いて取り組んでいただきたい。幼保段階は園毎の多様性が大きいことから、小学校との
つながりを意識できるように、子どもたちの状況、教育・保育の状況に関する交流が重要だろう。

○「幼保小連携研修会」の充実をはじめ、幼保小連携体制の一層の充実に期待する。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
一貫性・系統性を踏まえた教育の推進施策の方向性５

小中一貫した考えに立った教育の充実施策２

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

一貫性と発展性のある学習指導な 冊子「秋田市学校教育の重点」に 同一の中学校区内の小・中学校小中一貫した考

どの５つの取組※の視点を踏まえな 児童生徒の交流活動を充実させるた で 「目指す子ども像」や身に付けえに立った教育 、

がら、学校規模や設置形態に応じた めの取組例を示し、小中一貫した考 させたい力について共通理解を図るの充実

小中一貫した考えに立った教育の充 えに立った教育の充実に努めた。 とともに、交流活動の充実に向け、（学校教育課）
実を図る。 また、併設する小・中学校では、 学校運営協議会等で話題にするな 継続

中学校教員が、小学校の理科や音楽 ど、引き続き、工夫・改善を図る。

等の指導に加わるなど、小・中連携
した学習指導の充実に努めた。

※ 各校における視点ごとの取組状況

本市が示している５つの視点 小学校42校 中学校24校
成果十分 成果不十分 実施不可 成果十分 成果不十分 実施不可

①一貫性と発展性のある学習指導 37校 ２校 ３校 23校 ０校 １校

②連携を重視した生徒指導 40校 ０校 ２校 24校 ０校 ０校
③発達の段階に応じた生き方指導 38校 １校 ３校 22校 ２校 ０校

④児童生徒の交流活動 34校 ２校 ６校 20校 １校 ３校

⑤小中一貫を支える連携体制 36校 ３校 ３校 23校 １校 ０校
※実施不可は、新型コロナウイルス感染症対策のため

【学識経験者の意見等】
○コロナ禍の影響もあるが、小中の連携に引き続いて取り組んでいただきたい。小学校、中学校の双方から連携し、相互の理解、交流をさ

らに進めていただきたい。

○小・中連携した学習指導の一層の充実を期待する。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
今日的な課題に対応した教育の充実施策の方向性６

いじめの防止施策１

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

各校のいじめ対策委員会による明 各校で 「学校いじめ防止基本方 学校訪問指導や教職員研修、校長「学校いじめ防 、

確な対応方針のもと、組織的な対応 針」について全職員で共通理解を図 会等あらゆる機会を通して、基本方止基本方針」に

を図るなど 「学校いじめ防止基本 るとともに、いじめの起こりにくい 針に基づいたいじめ防止の取組が推基づく取組の推 、

方針」に基づいた取組を推進する。 環境づくりに向け、道徳教育の充実 進されるよう指導・助言を行う。進
や、自己有用感を高める取組を推進 月ごとの調査により、各校のいじ 継続（学校教育課）

した。 めの実態を迅速に把握し、適切な対

また、感染症に関する差別や誹謗 応に結び付けることができるよう、
中傷は許されないことについて、継 学校と教育委員会が連携した取組の

続して指導を行った。 充実に努める。

いじめ防止の取 「いじめ防止・対応等研修会」いじめ防止の基本的な考え方や組 「いじめ防止・対応等研修会」を

、「 」組を推進する研 に加え 新任生徒指導主事研修会織的な対応のあり方などについて理 実施し、講義や演習を通して、いじ

修の充実 や「講師研修会 、初任者研修、中解を深める研修を実施する。 めの未然防止や、いじめを認知した 」

（教育研究所） 堅教諭等資質向上研修において、際の組織的な対応等について理解を

いじめの未然防止や組織的な対応深めた。

のあり方について取り上げ、いじ初任者研修や中堅教諭等資質向上

め防止の取組について理解を深め研修 「新任生徒指導主事研修会」、

る。の際に 「秋田市いじめ防止リーフ、
レット」を活用し、いじめの未然防

止や早期発見、関係機関との連携な 継続

どについて理解を深めた。
【令和３年度研修会参加者】

・いじめ防止・対応等研修会 57人

・初任者研修 53人
・中堅教諭等資質向上研修 10人

・新任生徒指導主事研修会 15人
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

秋田市いじめ対策委員会による本 本市のいじめ防止の取組について いじめ対策委員会における協議内秋田市いじめ対

市のいじめ防止の取組に対する意見 意見を求めるとともに、学校が対応 容や助言等を踏まえ、本市のいじめ策委員会の運営

や提言を踏まえ、取組の検証、改善 に苦慮した事例の協議を行い ７月 の未然防止、組織的な対応等の取組（学校教育課） （ 、

を図る。 11月、２月 、効果的な取組につい の充実を図る。 継続）

、 。【実施回数】年３回定例会のほか、 て検討し その後の対応に生かした
必要に応じて随時開催（委員６人）

「中学生サミット」や児童・生徒 「中学生サミット」で、各校で行 学級活動や児童会・生徒会活動に子ども主体のい

会が中心となった子ども主体のいじ っているいじめ防止の取組やネット おける子ども主体の取組を通して、じめ防止に向け

め防止に向けた取組を推進する。 トラブルの未然防止について話し合 差別や誹謗中傷を許さない、いじめた取組の推進

うとともに、各校の取組を市民サー が起こりにくい学校づくりの気運が 継続（学校教育課）
ビスセンター等に掲示して情報発信 高まるよう支援する。

した。

「いじめ防止リーフレット」に関 「いじめ防止リーフレット」に、いじめ防止に係 本市のいじめ防止のための基本
係機関等の相談窓口を示すととも 本市のいじめの実態や関係機関の相る啓発活動の推 的な方針への理解を深めるため、

に、いじめの深刻化を防ぐ早期発見 談体制、今日的な課題等を掲載する進 保護者向けリーフレットを作成し、

（ のためのチェックリスト等を掲載す など、内容の充実を図る。学校教育課） 配布するなどの啓発活動を推進す

るなど、いじめ未然防止につながるる。

内容の充実を図った。 継続
【令和３年度配布実績】

・市立小・中・高等学校等の全保護者

21,700部
・関係諸機関（市民サービスセンター、

スポーツ少年団など） 800部

【学識経験者の意見等】

○いじめをゼロにする、撲滅する、という発想よりも、いじめの発生に早期に気づき、いじめを子どもたちの成長の糧としてその解決にと

。 、 。もに取り組むという姿勢が重要になってくる もちろん そもそもいじめが起きにくい学校づくりに普段から取り組むことも重要である

○いじめの未然防止や早期発見への取組を継続するとともに、児童生徒が安心して教職員や保護者に相談できるような環境づくりや、いじ

めに対する組織的な対応等の取組の充実を継続していただきたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
今日的な課題に対応した教育の充実施策の方向性６

不登校児童生徒への支援施策２

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

相談機関とつながっていない不登 不登校児童生徒一人ひとりの状況教育相談体制の 不登校対応コーディネーター（※

校の児童生徒やその保護者に対し、 や家庭環境などに応じた支援ができ充実 １）を中心に、スクールカウンセラ

広域カウンセラーやスクールカウン るよう、不登校対応コーディネータ（学校教育課） ー（※２）や関係機関と連携して、

セラーの活用について周知を図っ ーや教育相談担当等を中心に、スク不登校に悩む子どもや保護者を支援
た。各校においては、ケース会議や ールカウンセラーや広域カウンセラするなど、子ども一人ひとりの状況

校内研修等でカウンセラー等から助 ー スクールソーシャルワーカー ※に応じた組織的な対応の充実を図 、 （

言を受け、子どもや保護者への支援 ３）などの情報を家庭に提供し、積 継続る。

に生かすなど 取組の充実を図った 極的な活用を促す。、 。

【令和３年度活用件数】
・小学校

広域カウンセラー 180件

スクールカウンセラー 142件
・中学校

スクールカウンセラー 3,034件

不登校の未然防 不登校の未然防止や不登校児童生 初任者研修や「不登校対応研修 初任者研修や「不登校対応研修

止を図る研修の 徒への支援、集団づくり等について 会 「教育相談担当等研修会」にお 会 「教育相談担当等研修会」にお」 」

充実 理解を深める研修の充実を図る。 いて、不登校の未然防止や不登校 いて、不登校の未然防止や不登校
（教育研究所） ・教育相談担当等研修会 児童生徒、その保護者への支援の 児童生徒、その保護者への支援の

・不登校対応研修会 あり方について理解を深めた。 あり方について理解を深める研修

・学級づくり・集団づくり研修会 また 「講師研修会 「学級づく の充実に努める。、 」

ほか り・集団づくり研修会」では、Ｑ また、タブレット端末を活用し

継続－Ｕ調査を活用した学級集団づく たオンラインによる不登校支援等

りについて理解を深めた。 に関する研修を実施する 「学級づ。

くり・集団づくり研修会」を実施【令和３年度研修会参加者】

し、Ｑ－Ｕ調査の結果の分析方法・初任者研修 53人

と効果的な活用の仕方について理・不登校対応研修会 61人

解を深める研修の充実に努める。・教育相談担当等研修会 54人
・講師研修会 30人

・学級づくり・集団づくり研修会

19人
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

通級生の在籍校の教職員と「すく適応指導センタ 不登校児童生徒を支援する各種事 適応指導教室 すくうる・みらい「 」

うる・みらい」の相談員が、日常的ー「すくうる・ 業を実施する。 では、人との関わりを通して自尊感

の に情報交換を行うほか、長期休業中みらい」 運営 ・適応指導教室 すくうる・みらい 情をはぐくむとともに、体験活動等「 」

に教職員と相談員が面談を行い、支（学校教育課） の運営 を行い、達成感や自己有用感、自己

援の充実に努める。・体験活動の実施 肯定感を味わうことができるよう努

・引きこもりの児童生徒の家庭への めた。また、学習支援として、オン オンラインによるＡＩドリまた、

フレッシュフレンド（※４）の派 ラインによるＡＩドリル学習を行う ル学習や在籍校の遠隔授業への参加
遣 ことができるよう環境整備を行っ など、学習支援の充実を図る。

児童生徒や保護者が積極的に「す・相談活動の実施 た。

くうる・みらい」が実施する事業に・ 心のふれあい相談会」の開催 「すくうる・みらい」の専門相談「

参加したり、フレッシュフレンド事（年２回） 員によるカウンセリングの実施によ

業を活用したりできるよう、教職員り、子どもや、その保護者に対する

研修、生徒指導連絡協議会、ホーム相談活動の充実を図った。

ページ等を通じて周知を図る。人との関わりに苦手意識をもつ児

「 」 、童生徒の自宅にフレッシュフレンド 心のふれあい相談会 を開催し

保護者同士のつながりや臨床心理 継続を派遣し、他者と関わる機会の充実

、 。に努めた。 士 関係機関との関わりを支援する
「心のふれあい相談会」を年２回

開催し、保護者と臨床心理士による

座談会を通して、不登校に悩む児童
生徒の保護者同士が話し合う機会を

設けた。

①令和３年度「すくうる・みらい」

利用実績

・相談件数 70件
・年間来級者数 55人

・児童生徒入級者数 18人

②「すくうる・みらい」体験活動

・自然体験 年４回

・スポーツ体験（県立体育館等）

年５回

・読書活動（県立図書館）年８回

・外国語活動 年６回

・読み聞かせ 年５回
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・実験体験、科学工作

（自然科学学習館） 年１回

③フレッシュフレンド派遣回数

延べ125回

④「心のふれあい相談会」参加者数

延べ45人

※１ 不登校対応コーディネーター

不登校の未然防止や不登校傾向にある児童生徒に対して組織的に対応する際に中心となる教職員（教頭や教育相談担当教員など）

※２ スクールカウンセラー

学校に配置され、生活上の問題や悩みを抱える児童生徒や保護者の相談に応じるとともに、教師に対する指導・助言等を行う臨床心理

士等

※３ スクールソーシャルワーカー
いじめ、不登校等の生徒指導上の課題に対応するため、関係機関との連携を促進するなど、教育や福祉の分野において専門的な知識、経

験を有する者（元校長、社会福祉士等の資格をもつ者）

※４ フレッシュフレンド

不登校およびその傾向をもつ児童生徒に対して、学校と連携を図りながら、家庭に派遣する学生。人間的なふれあいを深めることを中心
に、共に遊びや学習等様々な活動・体験を行う。

【学識経験者の意見等】

○不登校についても、コロナ禍の影響があると思われるため、ぜひ検証していただきたい。一人一台端末の整備を踏まえて、不登校児童生

徒への心理面、学習面、両方の支援の充実を期待したい。

○これからもスクールカウンセラー等の専門的な知見を有した人材を活用して、教育相談体制の充実を図り、不登校の児童生徒や保護者が

孤立しないような環境づくりに努めていただきたい。
不登校児童生徒を支援するための様々な事業に取り組まれており、今後も現場のニーズに応じた多様な展開を期待したい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
今日的な課題に対応した教育の充実施策の方向性６

特別支援教育の充実施策３

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

子ども一人ひとりの状況に応じた 学校訪問指導を実施し、各校の特 一人ひとりのニーズに応じた適切学校訪問指導や

支援の充実を目指し、指導主事等に 別支援教育に関わる取組状況や課題 な支援が行われるよう、学校訪問指研修の充実

よる学校訪問指導や教職員研修の充 の解決に向けた指導・助言の充実に 導や研修等を通して、校内の支援体（学校教育課）

実を図る。 努めた。 制の充実を図る。（教育研究所）
・特別支援教育研修会 特別支援教育に関する研修会を開 また、特別支援学級数の増加とと

・特別支援教育コーディネーター研 催し 「個別の指導計画」を活用し もに、新担任が増えてきている状況、

修会 た支援等のあり方について理解を深 を踏まえ、障がいの特性に応じた指
・特別支援学級担任研修会 ほか めるとともに、校内支援委員会での 導・支援が行われるよう専門性を高

相談の充実や関係機関との連携につ める研修の充実を図る。

いて共通理解を図った。
【令和３年度研修会参加者】 継続

・特別支援教育研修会 65人
・特別支援教育コーディネーター研

修会 64人

・特別支援学級担任研修会
弱視 1人 難聴 10人

肢体不自由 15人 知的 50人

自閉情緒 58人

児童生徒の障がいに適応した教育 新設された特別支援学級に対し、 新設される特別支援学級に対し、小・中学校特別

を行うため、新設される特別支援学 マットやブロックなどの教材を整備 教材等を整備する。支援学級新設に
級に指導上必要な教材備品を整備す した。伴う整備

る。 【令和４年度予定】（学事課）

【令和３年度実績】 ・小学校 ８学級 継続【新設学級数】

（Ｐ53に再掲） ・小学校 ９学級 ・中学校 ９学級・小学校 10学級

・中学校 ９学級・中学校 11学級
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

、 、障がいの特性に 障がいのある児童生徒が安全かつ 障がいのある児童生徒が安全かつ 引き続き 障がいの特性に応じた

円滑に学校生活を送ることができる 円滑に学校生活を送ることができる 適切な教育環境の維持・向上に努め応じた教育環境

よう、学校施設のバリアフリー化を よう、エレベーターを設置した。 る。の整備

、 、（総務課） 進める。 また、特別支援学級を開設するた また 特別支援学級の開設に伴い

めの修繕を行った。 適切な教育環境の整備を行う。【実施校】

（Ｐ53に再掲) 【令和３年度実績】 継続・八橋小学校(エレベーター設置)

・エレベーター設置・港北小学校(エレベーター設置)
（小学校３校、中学校１校）・桜小学校(エレベーター設置)

・特別支援学級開設の修繕内容・将軍野中学校(エレベーター設

空調設備移設、赤色灯設置、カー置)

テン取付 等

通常の学級に在籍する特別な支援 教育活動全般において、特別な支 特別な支援を必要とする児童生徒学級生活支援サ

を必要とする児童生徒の学級生活全 援を必要とする児童生徒の学校生活 数が増加し、その実態や支援内容もポーターの派遣

般について支援するために、学級生 を支援するため、学校の要望に応じ 多様化している状況を踏まえ、さら（学校教育課）
活支援サポーターを派遣し、特別支 て学級生活支援サポーターを派遣し なる体制整備の充実を図る。

援教育の充実を図る。 た。 拡大

【令和３年度派遣実績】【派遣人数】

小学校39校、中学校20校に208人939人の児童生徒に対し、208人

（前年度比12人増）のサポーターを派遣

特別な支援を必要とする児童生徒 運動会や校外学習など校内外の学 特別な支援を必要とする児童生徒学校行事等支援

のために、学校行事等に参加する際 校行事等において、特別な支援を必 が、安心安全に校内外の学校行事等サポーターの派

のサポーターを派遣し、特別支援教 要とする児童生徒の学習活動を支援 に参加できるよう支援の充実を図遣

（ 育の充実を図る。 するため、学校の要望に応じて学校 る。学校教育課）

行事等支援サポーターを派遣した。 拡大【派遣予定】年900時間、40人 【令和４年度派遣予定】

年1,100時間【令和３年度派遣実績】
・派遣回数 92回

・派遣時間 836時間
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【学識経験者の意見等】

○特別な支援を必要とする子どもたちが年々増えており、発達障害など、障害の種類、程度も様々である。人的にも、施設設備的にも予算
の限界があると思われるが、できるだけすべての子どもに充実した教育が提供できるように取り組んでいただきたい。

○特別支援学級数の増加にあわせて、担当者への研修等による専門性の向上が図られている。支援体制の一層の充実を期待する。
特別な支援を必要とする児童生徒の増加にともない、支援のためのサポーター派遣も増やしている点を評価したい。今後も、現場のニー

ズに応じたサポーター派遣の充実に努めていただきたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
今日的な課題に対応した教育の充実施策の方向性６

情報モラル教育の充実施策４

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

「情報教育主任研修会 「新任生 「情報教育主任研修会 「新任生情報モラル教育 ネットトラブルの現状と課題を 」 」

徒指導主事研修会 、初任者研修等 徒指導主事研修会 「いじめ防止・の 推 進 に 向 け 共有し、安全なネット利用につい 」 」

において、本市のネットトラブルの 対応等研修会 、初任者研修、中堅た研修の充実 て理解を深める研修の充実を図る。 」

実態や情報モラル教育の指導のあり 教諭等資質向上研修において、ネッ（教育研究所） ・情報教育主任研修会
方について理解を深めた。 トトラブルの事例や家庭との連携の 継続・新任生徒指導主事研修会

【令和３年度研修参加者】 あり方について提示し、情報モラル・初任者研修 ほか

・情報教育主任研修会 61人 教育の充実に努める。

・新任生徒指導主事研修会 15人
・初任者研修 53人

秋田市ＰＴＡ連合会等と連携し、 「ＬＩＮＥ等によるネットトラブ 児童生徒のネット利用に関する実ネットトラブル

教職員と保護者が共に学ぶ取組を推 ルの未然防止に向けた協議会」作成 態把握に努めるとともに、中学生サ防止に係る啓発

進する。 のリーフレットをもとに、学校運営 ミットの取組と関連を図ったリーフ活動の推進

協議会や学級・学年ＰＴＡで話題に レットを作成して、全小・中学校の 継続（学校教育課）
するなど、家庭と連携した取組を推 保護者に配布し、家庭と連携した取

進した。 組を推進する。

【学識経験者の意見等】

○ＧＩＧＡスクールにより、一層情報モラル教育の充実が必要になっている。今後も、家庭と一緒になって、情報モラルや、機器使用のル
ールなどを徹底していただきたい。

○ネットトラブルは今後も多様化や増加する可能性があるため、最新の情報を得ながら、防止や対処に向けた教育の充実を図っていただき
たい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
今日的な課題に対応した教育の充実施策の方向性６

防災教育の充実施策５

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

災害に適切に対応する能力を高め 発生時刻や災害種など様々な状況 引き渡し訓練の実施や地域の防災避難訓練や防災

る、学校、家庭、地域が連携した合 を想定した避難訓練や、専門的な知 訓練への参加などについて学校運営教室の実施

同避難訓練、引き渡し訓練、関係機 識を有する関係機関と連携した防災 協議会等で協議し、家庭や地域と連（学校教育課）
関と連携を図った防災教室を実施す 教室を実施し、防災意識の醸成に努 携・協働した取組の充実を図る。

（Ｐ56に再掲） る。 めた。

【令和３年度実績】
・避難訓練（地震）小42校、中24校 継続

（火災）小38校、中23校

（津波）小19校、中９校
（洪水）小14校、中６校

（土砂崩れ）

小８校、中５校
(地域住民との連携)

小５校、中４校

・防災教室 小18校、中11校
災害に適切に対応する能力をはぐ 「学校安全・防災教育研修会」を 「学校安全・防災教育研修会」に防災教育の推進

くむ防災学習や避難訓練等のあり方 実施し、防災教育を専門とする講師 おいて、秋田地方気象台から講師をに向けた研修の

について理解を深める特別研修を実 を招へいし、これからの学校安全や 招へいし、防災気象情報を活用した充実

施する。 防災教育のあり方について理解を深 災害対応について理解を深める。ま（教育研究所）

めた。また、防災安全対策課の職員 た、防災安全対策課の職員による講 継続
（Ｐ56再掲） による講義を取り入れ、本市の防災 義や演習を取り入れ、秋田市の防災

に関する取組等について理解を深め に関する取組等について理解を深め

た。 る。
【令和３年度研修会参加者】

・学校安全・防災教育研修会 59人

防災安全対策課と連携して、各校 防災安全対策課と連携し、各校に防災計画の見直 防災安全対策課と連携し、各校の

の防災計画の見直しを図る。 おいて学校防災計画の不断の見直しし 学校防災計画を見直し、地域の実情

が図られるよう、指導・助言する。 継続（学校教育課） に応じた防災計画や避難訓練のあり

方について改善を図った。

（Ｐ56に再掲）
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【学識経験者の意見等】

○地震、津波はもちろんだが、気候変動に伴って風水害の可能性、頻度が高まっている。また、熊の出没も頻繁になっている。マップづく
りなど、子どもたちの主体的な取組を学校の中でさらに充実させてほしい。

○専門機関や地域と連携することで、防災教育の一層の充実に努めていただきたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１

教育の質を高める体制の充実施策の方向性７

教職員研修の充実施策１

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

全ての中学校教員が専門研修に参 全ての小学校教員が専門研修に参教 職 員 研 修 の 教職員として求められる資質・

加し、新学習指導要領に対応した授 加し、学習指導要領を踏まえた授業充実 能力の向上を図るため、教職経験

業づくりや評価のあり方、ＩＣＴの づくりや評価のあり方、ＩＣＴの効（教育研究所） 年数に応じた体系的な研修や職務

効果的な活用について理解を深める 果的な活用について理解を深めるな遂行に必要な知識・技能を習得す

など、教科等の指導力の向上を図っ ど、教科等の指導力の向上を図る。る研修、多様な教育課題に対応す

た。 初任者研修、教職２年目研修、中る能力を高める研修を実施する。

初任者研修、教職２年目研修、中 堅教諭等資質向上研修 「ミドルリ・基本研修（小中学校初任者研修、 、

堅教諭等資質向上研修 「ミドルリ ーダー研修会」等を実施するなど、小中学校教職２年目研修、中堅 、

ーダー研修会」等を実施するなど、 教員の世代交代を視野に入れた研修教諭等資質向上研修）

教員の世代交代を視野に入れた研修 の充実に努める。・職務別研修（校長研修会、教務

の充実に努めた。 キャリアステージに応じて求めら主任研修会、講師研修会など）

新型コロナウイルス感染症の感染 れる資質・能力をはぐくむ研修や、 継続・専門研修（教科等の研修会、実

拡大防止の観点から、県外の講師を 教育課題に対応する能力を高めるこ験・実技講習会）

招へいせず、オンラインまたはオン とができるような研修のあり方につ・課題別研修（特別支援教育研修

デマンドで行った。 いて検討を重ね、次年度の研修に反会、学級づくり・集団づくり研

【令和３年度実績】 映する。修会、ＩＣＴ活用研修会など）

・初任者研修対象者 54人・特別研修（ミドルリーダー研修

・教職２年目研修対象者 29人会、若手教員研修会、いじめ防

・中堅教諭等資質向上研修対象者止・対応等研修会、学校安全・

10人防災教育研修会、小学校プログ

・ミドルリーダー研修会参加者ラミング教育研修会など）

41人

・オンラインによる講義・演習

11研修

・オンデマンドによる講義・演習

３研修
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※ 本市が実施している教職員研修後の状況（平成31～令和３年度教育経営に関する調査）

肯定的な回答をした教員の割合

令和３年度 令和２年度 平成31年度

①研修前と比べて、研修内容についての課題意識が高まった 98.7％ 98.4％ ％98.5

②研修前と比べて、研修内容についての知識・理解が深まった 99.0％ 99.1％ 99.3％

③研修後、研修内容についての指導方法等を工夫・改善した 94.7％ 94.6％ 94.7％

④研修内容を生かした実践により、児童生徒に変容が見られた 84.4％ 86.6％ 85.3％

【学識経験者の意見等】

○充実した研修機会が提供されている。教員免許状更新制、更新講習がなくなり、新たな研修履歴管理システムが始まることから、ＩＣＴ

も活用しながら、研修の充実と、同時に教職員の負担軽減に取り組んでいただきたい。

○基本研修、職務別研修、専門研修に加えて、課題別研修や特別研修が適切に実施されている。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
教育の質を高める体制の充実施策の方向性７

家庭・地域・関係機関等との連携体制の充実施策２

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

コミュニティ・ 学校と保護者、地域住民が学校経 学校経営ビジョンのほか、学校と学校や保護者、地域住民が学校

スクールの充実 営ビジョンを共有し、互いに協力し 地域の連携のあり方や地域の見守り経営ビジョンを共有し、互いに協

合う体制づくりを図った。各校にお などについて協議し、それぞれの立（学校教育課） 力し合うため、コミュニティ・ス

いて、学校運営協議会を年２～３回 場や役割に応じた支援し合う体制づクールの充実を図る。
Ｐ６より再掲 開催し、自校の教育活動についての くりを推進するとともに、協議会記（ ）

情報共有や協議会のこれまでの取組 録を学校報やホームページ等で公開 継続

、 。を踏まえた地域との連携・協働のあ するなど 情報発信について努める
り方などについて協議し、取組の充 また、連絡協議会を開催し、取組

実を図った。 事例を紹介するなどして、各協議会

【令和３年度実績】 の運営の充実に努める。
62協議会 委員535人

各校の特色や地域性を生かした 学校運営協議会において、地域素 学校運営協議会において 「絆づ「絆づくり教育 、

「絆づくり教育プラン」を作成し、 材や人材などについて情報共有を図 くり教育プラン」の取組状況や成果プラン」の推進

保護者や地域の方々の理解と協力を るとともに、地域と連携した取組に 等について協議し、家庭・地域との（学校教育課）
得ながら、子ども同士、学校と家庭 ついてホームページ等を通して情報 絆づくりを推進する。 継続

Ｐ６より再掲 ・地域との絆づくりを推進する。 発信を行い、学校と家庭・地域との（ ）

絆づくりを推進した。

【学識経験者の意見等】

○コミュニティ・スクールが学校の負担とならないように気をつけながらも、その充実によって、学校の活性化につながり、教職員の負担

軽減につながるようなモデルケースづくりに取り組んでいただきたい。

○学校運営協議会の開催等による連携体制の構築が図られている。今後も一層の連携体制の充実を期待する。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
高等学校教育の充実施策の方向性８

秋田商業高等学校の教育の充実施策１

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

ＡＫＩＳＨＯＰやキッズビジネス 秋田の活性化に向けて取り組む地 外部企業等と積極的な連携を図地域と連携した

タウン エコロジカルビジネスなど 元生産者の活動への参加や広告代理 り、地元秋田の現状を分析し、変化ビジネス実践の 、 、

地域と連携を図りながら、生徒の主 店によるＣＭ制作に関する講義な するビジネススタイルに適切に対応 継続充実

体的 創造的な学習活動を推進する ど、地域の専門的な知識を持つ人材 する人材の育成に努める。さらに、（商業高校） 、 。
を活用することで、ビジネスにおけ 地域とのつながりを大切にし、地域

る即戦力となる人材育成を行った。 の発展に貢献する活動を推進する。

各コースの目標とする資格取得に 一人一台タブレット導入によっ専門科目の指導 会計・情報・流通経済の各コー

向け、長期的な計画のもと、組織的 て、生徒の個別最適な学習や協働的の充実 スにおける学習を通してビジネス

に教材の工夫や授業改善に努め、学 な学習ができる環境を実現し、生徒（商業高校） の変化に柔軟に対応できる人材の
力の定着を図った。その結果、全商 の個々の能力に応じた学習方法を確育成を目指した専門科目の指導の

会計実務検定試験では全科目合格者 立し、より理解を深めるための授業充実を図る。

数が東北１位となった。 改善を行う。また、資格取得で身に 継続

【主な検定合格者数】 つけた力を実際のビジネスの場面で
・日商簿記検定２級 29名 発揮するために、外部講師等を積極

・全商簿記実務検定１級 37名 的に活用し、より実践的かつ専門的

・全商情報処理検定１級 32名 な学習の充実を図る。
・全商商業経済検定１級 59名

など、延べ1,030名

学校施設等の改 屋内運動場（体育館）外壁改修工 生徒の健康管理や教育環境の維持教育環境の改善を図るため、屋

修 事を行い 教育環境の改善を図った ・向上のため、個別施設計画に基づ内運動場（体育館）外壁改修工事 、 。

き施設の整備、修繕を適切に実施す（商業高校） を行う。
る。 継続

（Ｐ63に再掲） 【令和４年度事業】

・雑用水（地下水）濾過除鉄マンガ
ン装置更新工事

普通教室冷房設置工事を行い、教 普通教室冷房設置工事を完成さ秋田商業高校へ 教育環境の向上を図るため、普

育環境の改善を図った。 せ、生徒の健康管理や良好な教育環の空調設備の導 通教室に空調を設置する。

境の維持に努める。 終了入 【設置時期】令和４年６月

（商業高校）

（Ｐ63に再掲）
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

臨床心理士資格保有者をスクール 専門的な知識や経験を有するスク 生徒一人ひとりの状況に応じた組スクールカウン

カウンセラーとして配置する。 ールカウンセラーを配置し、人間関 織的、計画的な教育相談の充実を図セラーの配置

係、家庭環境等で悩みを抱える生徒 るとともに、スクールカウンセラー（商業高校）

及び保護者等の相談に応じた。 の配置を継続し、教育相談体制の充 継続
【派遣実績】 実に取り組む。

・派遣時間：61時間

・相談件数：42件
・研修・講習会：３回

【学識経験者の意見等】
、 、 。 、○商業高校としての特性を生かして 様々な地域貢献活動が行われるとともに 生徒たちの職業人としての成長が実現されている 今後も

高校の魅力アップを図り、地域にとっての存在意義を高めていっていただきたい。

○資格取得に向けた教育の成果が見られる。今後も地域とのつながりを大切にしながら、地域経済の発展に資する人材育成に努めていただ

きたい。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
高等学校教育の充実施策の方向性８

御所野学院高等学校の教育の充実施策２

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

中高一貫教育校の特長を活かした 郷土学や表現科では、各テーマご 連携型への移行が完了し、外部入中高一貫校とし

表現科、郷土学の中高合同活動を実 とに外部講師を招き専門的なことを 学者が増えたことから、新しい中高ての特色ある教

施するほか、国際教養大学と連携し 学び、まとめとして学習発表会を中 連携のあり方を検討する。育活動の充実

た交流授業による英語学習の充実を 高合同で実施した。国際教養大学と また、英語教育の充実に向けて国 継続（御所野学院高
図る。 連携し交流授業を行い英語学習の充 際教養大学と連携し、交流授業やイ校）

実を図った。中高合同のイングリッ ングリッシュビレッジに取り組む。

シュビレッジはオンラインでの実施
となった。

学校施設等の改 教育環境の改善を図るため、校舎 個別施設計画に基づき施設の整２、３階トイレ改修工事を行い、

修 棟２、３階トイレの洋式化工事を行 備、修繕を適切に実施し、生徒の健教育環境の改善を図った。

う。 康管理や教育環境の維持・向上に努 終了（御所野学院高

める。校）

（Ｐ63に再掲）
御所野学院高校 教育環境の向上を図るため、普通 普通教室に空調設備工事を行い、 生徒の健康管理や良好な教育環境

への空調設備の 教室に空調を設置する。 教育環境の向上を図った。 の維持に努める。

導入 終了【設置時期】令和４年３月

（御所野学院高

校）
（Ｐ64に再掲）

スクールカウン 専門的な知識や経験を生かして、 生徒一人ひとりの実状に応じた教臨床心理士資格保有者をスクール

セラーの配置 人間関係や学校生活、不登校などに 育相談を行うため、スクールカウンカウンセラーとして配置する。

（御所野学院高 悩む生徒や保護者の面談、職員コン セラーの配置を継続する。

継続校） サルテーションを行った。また、職 また、増加する面談希望者の需要

員研修、ＰＴＡ講話を実施した。 に応え、十分な面談時間の確保およ

【派遣実績】 び職員とのコンサルテーションの充

・派遣時数：62.5時間 実を図るとともに、校内の教育相談

・相談件数：42件 機能を高める。
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【学識経験者の意見等】

○連携型の中高一貫校として、御所野学院中学校との連携を一層深めていってほしい。同時に、小規模であることのメリットを生かしたき
め細かな指導と特色づくり、デメリットを克服するための他校・機関との交流などを充実させていただきたい。

○中高一貫校の特長を生かし、国際教養大学との連携など特色ある教育のさらなる充実を期待する。
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志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子どもをはぐくむ学校教育の充実目標１
高等学校教育の充実施策の方向性８

秋田公立美術大学附属高等学院の教育の充実施策３

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

秋田公立美術大学と連携した高度 大学教員による出張授業、美大生 公立美大と連携した教育活動を引専門性を高める

な専門教育の受講機会を設けるな によるパネルディスカッションや美 き続き充実させ、生徒の専門性を高学習活動の充実

ど、時代の要請に応じた教育内容の 大生との協働制作活動を行うことに めるよう努める。 継続（ ）附属高等学院
充実を図る。 より、上級学校への理解の促進と専

門性の向上に取り組んだ。

年度末の生徒作品展のほか、地域 生徒の活動の様子や作品を、展覧学習成果の発信 生徒作品展「明日のクリエ－タ
の図書館等の公共スペースや展示施 会や作品展、報道機関、市広報広聴（ ）附属高等学院 －たち」を開催するなど、学習成

設、市内の中学校などの様々な場所 課、ＨＰ等を活用して多方面に発信 継続果を広く発信する機会の充実を図

でミニ作品展を行い、学習成果の発 し、本学院の魅力の周知に努める。る。

信に努めた。

地域協働プロジ 社会や地域、文化に貢献できる人 多様な地域協働活動に取り組み、 「美大附デザインラボ」について

ェクトの推進 材を育成するため 「美大附デザイ 「美大附デザインラボ」は専門性を 周知を図るとともに、校外各機関と、

附属高等学院 ンラボ」を窓口として、美術の専門 生かした特色ある活動として定着し の連携を深め、活動の場の拡大に努（ ）
。 、 、性を生かして地域に貢献する活動を てきた。 める また これらの活動を通して

推進する。 ・秋田銀線細工プロジェクト キャリア教育の充実を図る。

・ 新屋デザイン 「五城目デザイ「 」、
ン」等ポスター制作 継続

・秋田中央警察署交通安全マスコッ
トデザイン

・秋田赤十字病院ホスピタルアート

プロジェクト
・豊岩小、栗田支援サポート ほか

普通教室に空調設備工事を行い、 生徒の健康管理や良好な教育環境美大附属高等学 教育環境の向上を図るため、普

教育環境の向上を図った。 の維持に努める。院への空調設備 通教室に空調を設置する。

終了の導入 【設置時期】令和３年10月

（ ）附属高等学院

（Ｐ64に再掲）
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

臨床心理士資格保有者をスクール 専門的な知識や経験を生かして、 生徒一人ひとりの状況に応じた組スクールカウン

カウンセラーとして配置する。 人間関係や家庭環境等で悩みを抱え 織的、計画的な教育相談の充実を図セラーの配置

る生徒や保護者等の相談に応じたほ るとともに、スクールカウンセラー（ ）附属高等学院

か、職員コンサルテーションを行っ の配置を継続し、教育相談体制の充
た また 生徒への講話を実施した 実に取り組む。 継続。 、 。

【派遣実績】

・派遣時間：42時間
・相談件数：72件

・講話：１回

【学識経験者の意見等】

○公立美術大学との連携を一層深めていってほしい。多様な地域協働活動も行われていることから、広報も含めてさらに充実させていただ
きたい。

○多様な地域協働活動が取り組まれていることを評価したい。今後も美大と地域との連携を生かした教育を継続してほしい。
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将来にわたり安全安心で快適な学校教育環境の整備目標２

良好な学校教育環境の整備施策の方向性１

学校配置の適正化施策１

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

統合の方向性が決定した地域につ 引き続き、学校統合検討委員会や学 校 適 正 配 置 地域ブロック協議会において、

いては、学校統合検討委員会を開催 学校統合準備委員会において、地域の推進 統合の方向性（学校の組合せ）が

し、統合の時期、統合後に使用する や保護者の意見を十分に踏まえなが(学校適正配置 決定した地域については、学校統

校舎および通学手段などの協議を通 ら、協議を継続する。推進室) 合検討委員会や学校統合準備委員

して、統合の可否について検討を行 また、令和４年４月１日に飯島南会を設置し、統合の可否を検討す

った。 小と統合した上新城小の児童や保護 継続るとともに、統合の実現に向けた

また、統合の合意が得られた学校 者を対象として統合後の意識調査を具体的な準備作業を行う。

については、学校統合準備委員会を 実施し、効果や課題を分析すること【実施予定回数】

開催し、統合に向けた具体的な協議 で、今後の学校適正配置の取組の参・学校統合検討委員会 15回

を行った。 考とする。・学校統合準備委員会 16回

（※１開催実績は下表のとおり）

令和５年度以降に統合を予定して学 校 の 統 廃 合 令和４年度以降に統合を予定し 令和４年４月の統合に向け、上

いる学校について、児童生徒や保護に向けた準備 ている学校について、交流事業の 新城小、飯島南小において、交流

者の負担軽減を図り、統合を円滑に(学校適正配置 実施や閉校記念式典の開催など、 事業、スクールバスの乗車訓練の

行うため、各種準備を行う。推進室) 統廃合に向けた各種準備を行う。 ほか、上新城小閉校記念式典を開

【統合予定校】 催した。 【統合予定校】

継続・令和４年４月 （※２開催実績は下表のとおり） ・令和５年４月

上新城小・飯島南小 秋田西中・豊岩中・下浜中また、令和５年４月に統合を予定

・令和５年４月 太平中・城東中している秋田西中、豊岩中、下浜中

および太平中、城東中において、交 ・令和６年４月秋田西中・豊岩中・下浜中

流事業を実施した。 下北手中・城東中太平中・城東中

・令和７年４月

広面小・太平小・下北手小
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※１ 令和３年度地域協議の開催実績

地域協議の名称 地域、学校の組合せ 延べ回数 延べ参加人数
① 中央 築山小、中通小

② 中央 旭北小、旭南小

③ 東部 広面小、太平小、下北手小

１ 学校統合検討委員会 ④ 西部 浜田小、豊岩小、下浜小 17回 233人

⑤ 北部 土崎中、将軍野中

⑥ 北部 秋田北中、飯島中

⑦ 北部 土崎小、土崎南小

⑧ 北部 飯島小、下新城小、金足西小

① 東部 太平中、下北手中、城東中

11回 183人２ 学校統合準備委員会
② 東部 広面小、太平小、下北手小

③ 西部 秋田西中、豊岩中、下浜中

④ 北部 上新城小、飯島南小

※２ 閉校記念式典の開催実績
秋田市立上新城小学校卒業証書授与式・閉校記念式典１ 名 称

２ 日 時 令和４年３月11日(金)13時30分

３ 会 場 上新城小体育館

４ 参加人数 115名

５ テ ー マ みんなでつなごう未来へのバトン!

【学識経験者の意見等】

。 。 、 、 、○ほぼ順調に進められている 今後とも地域の理解を得ながら進めていってほしい 地域の２０年後 ３０年後を見据えて 学校に限らず

地域の未来を話し合うことにもつなげてほしい。閉校した校舎の有効活用も課題となる。

○学校統合については、保護者や地域との協議が重ねられている。今後も関係者との十分な協議を継続していただきたい。
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将来にわたり安全安心で快適な学校教育環境の整備目標２
良好な学校教育環境の整備施策の方向性１

児童生徒の実情に応じた学びの支援施策２

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

経済的理由により就学困難と認め 就学援助費および特別支援教育就 保護者の経済的負担を軽減し、児小・中学校にお

られる児童生徒および障がいのある 学奨励費を支給し、保護者の経済的 童生徒の教育の機会を確保するたける就学援助の

児童生徒の保護者の負担を軽減する な負担軽減を図った。 め、引き続き就学援助費および特別実施

ため、学用品費、給食費、修学旅行 また、新小・中学１年生の保護者 支援教育就学奨励費を支給する。（学事課）
費等の助成として就学援助費または に対し、新入学学用品費の入学前支

特別支援教育就学奨励費を支給す 給を実施した。

る。
【令和３年度実績】【対象予定者数】

・就学援助費・就学援助費

小学生 2,107人 継続小学生 2,154人

中学生 1,224人中学生 1,229人

・特別支援教育就学奨励費・特別支援教育就学奨励費

小学生 114人小学生 79人

中学生 40人中学生 46人

・新一年生入学学用品費・新一年生入学学用品費

小学生 295人小学生 476人
中学生 420人中学生 420人

公共交通機関を利用して遠距離通 通学距離・身体的状況により、徒 通学距離・身体的状況により、徒小・中学校にお

学する児童生徒の保護者の負担軽減 歩での通学が困難と認められる場合 歩での通学が困難と認められる児童ける通学支援の

を図るため、通学費の一部を補助す において、遠距離通学費補助金を交 生徒の保護者に、引き続き遠距離通実施

る。 付し、保護者の負担軽減を図った。 学費補助金を交付する。（学事課）

【令和３年度実績】 継続【対象予定者数】

・小学生 83人・小学生 100人

・中学生 1人・中学生 2人
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

小 学校の統廃合により遠距離通学と 小学校５校 中学校３校において 引き続き、スクールバスの安全・・中学校スク 、 、

なる児童生徒の通学を支援するとと 安全・安心なスクールバスの運行に 安心な運行に努めるとともに、老朽ールバスの運行

もに 通学時の安全を確保するため 努めた。 化した車両の更新計画を策定する。（学事課） 、 、

スクールバスを運行する。 令和４年度の飯島南小と上新城小

の統廃合により、遠距離通学者はマ 継続【スクールバス実施校】
イタウンバスの利用となることから太平小学校、下新城小学校、岩

定期券を交付する。見三内小学校、河辺小学校、雄和

令和５年度の城東中と太平中の統小学校、飯島中学校、岩見三内中

廃合に伴う、スクールバスの運行方学校、雄和中学校

法等を検討する。

児童生徒が、学校教育活動の一環 小・中学校および秋田市中学校体 引き続き、児童生徒が学校教育活小・中学校教育

として行われている部活動におい 育連盟に対し、補助金を交付した。 動等において、東北大会以上の大会団体・各種大会
て、東北大会以上の大会に出場する に出場する際の負担軽減を図るた出場費の補助

際の負担軽減を図るため補助金を交 【令和３年度実績】 め、補助金を交付する。 継続（学事課）

付する。 ・小学校 ２校 ２件 また、秋田市中学校体育連盟が実

また、秋田市中学校体育連盟が実 ・中学校 18校 53件 施する事業に対して補助金を交付す
施する事業に対して補助金を交付す ・市中体連 １件 る。

る。

児童生徒の障がいに適応した教育 新設された特別支援学級に対し、 新設される特別支援学級に対し、小・中学校特別

を行うため、新設される特別支援学 マットやブロックなどの教材を整備 教材等を整備する。支援学級新設に

級に指導上必要な教材備品を整備す した。 継続伴う整備

る。 【令和４年度予定】（学事課）

Ｐ35より再掲 【令和３年度実績】 ・小学校 ８学級（ ） 【新設学級数】
・小学校 ９学級 ・中学校 ９学級・小学校 10学級

・中学校 ９学級・中学校 11学級

、 、障がいの特性に 障がいのある児童生徒が安全かつ 障がいのある児童生徒が安全かつ 引き続き 障がいの特性に応じた

円滑に学校生活を送ることができる 円滑に学校生活を送ることができる 適切な教育環境の維持・向上に努め応じた教育環境

よう、学校施設のバリアフリー化を よう、エレベーターを設置した。 る。の整備

、 、（総務課） 進める。 また、特別支援学級を開設するた また 特別支援学級の開設に伴い
めの修繕を行った。 適切な教育環境の整備を行う。【実施校】

Ｐ36より再掲 【令和３年度実績】 継続（ ） ・八橋小学校(エレベーター設置)

・エレベーター設置・港北小学校(エレベーター設置)

（小学校３校、中学校１校）・桜小学校(エレベーター設置)
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・特別支援学級開設の修繕内容・将軍野中学校(エレベーター設

空調設備移設、赤色灯設置、カー置)

テン取付 等

【学識経験者の意見等】

○新型コロナの影響による経済的困難も増えると思われる。学校統廃合に伴うスクールバス等の支援、特別支援関係の整備など、今後も十
分な支援をお願いしたい。

○就学支援や通学支援など、児童生徒および保護者の状況に応じた支援が適切に行われている。
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将来にわたり安全安心で快適な学校教育環境の整備目標２
安全安心な学校教育環境の整備施策の方向性２

学校内の安全安心の確保施策１

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

小学校全校の昇降口に人感センサ 防犯カメラの活用により、引き続小 学 校 へ の 防 校地内の安全を確保するため、

ー付きの防犯カメラを設置するとと き、学校内の安全安心の確保に努め犯 カ メ ラ の 設 市立小学校全校の児童用昇降口に

もに 抑止効果のある看板を設置し るとともに、コミュニティ・スクー置 防犯カメラと周知用の看板を設置 、 、

不審者侵入防止対策を行い、学校内 ルを活用した地域ぐるみの安全活動（学事課） する。
の安全安心の確保に努めた。 を支援する。機器設置後にカメラの効果等を

検証し、安全確保の手法について

継続検討する。

【整備内容】

・児童の昇降口毎に人感センサー

付きカメラ１台

・職員室に監視用モニター１台、

録画機器１台

・周知用の看板

児童が安心して学校生活を送れる 警備員の配置による学校敷地内へ 令和４年度から警備員の配置を廃小学校警備員の
よう、全市立小学校に警備員を配置 の不審者侵入防止対策を行い、学校 止した。配置

する。 内の安全安心の確保に努めた。 終了（学事課）

また、防犯カメラの導入による不

審者侵入防止の効果を検証した。

新 型 コ ロ ナ ウ 児童生徒の健康診断および就学 児童生徒の健康診断および就学 児童生徒の健康診断および就学
イ ル ス 感 染 症 時健康診断に従事する学校医、帯 時健康診断における感染症対策と 時健康診断に従事する学校医、帯

対策事業 同看護師に医療用マスク、フェイ して、従事する学校医、帯同看護 同看護師に、新型コロナウイルス

（学事課） スシールド等を準備し、新型コロ 師に医療用ガウン、サージカルマ 感染症予防にかかる消耗品を調達

ナウイルス感染症の予防対策を行 スク、ゴーグル等を調達した。 する。

う。 また、学校における感染拡大防

継続止のため、抗原検査キットを調達

した。

【調達内容】

・医療用ガウン 2,720枚

・サージカルマスク 3,400枚
・ゴーグル 3,360枚
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・医療用手袋 124,000枚

・抗原検査キット 10,000個

災害に適切に対応する能力を高め 発生時刻や災害種など様々な状況 引き渡し訓練の実施や地域の防災避難訓練や防災

る、学校、家庭、地域が連携した合 を想定した避難訓練や、専門的な知 訓練への参加などについて学校運営教室の実施

同避難訓練、引き渡し訓練、関係機 識を有する関係機関と連携した防災 協議会等で協議し、家庭や地域と連（学校教育課）
関と連携を図った防災教室を実施す 教室を実施し、防災意識の醸成に努 携・協働した取組の充実を図る。

Ｐ39より再掲 る。 めた。（ ）

【令和３年度実績】
・避難訓練（地震）小42校、中24校

（火災）小38校、中23校 継続

（津波）小19校、中９校
（洪水）小14校、中６校

（土砂崩れ）

小８校、中５校
（地域住民との連携）

小５校、中４校

・防災教室 小18校、中11校

災害に適切に対応する能力をはぐ 「学校安全・防災教育研修会」を 「学校安全・防災教育研修会」に防災教育の推進

くむ防災学習や避難訓練等のあり方 実施し、防災教育を専門とする講師 おいて、秋田地方気象台から講師をに向けた研修の
について理解を深める特別研修を実 を招へいし、これからの学校安全や 招へいし、防災気象情報を活用した充実

施する。 防災教育のあり方について理解を深 災害対応について理解を深める。ま（教育研究所）

めた。また、防災安全対策課の職員 た、防災安全対策課の職員による講

Ｐ39より再掲 による講義を取り入れ、本市の防災 義や演習を取り入れ、秋田市の防災 継続（ ）
に関する取組等について理解を深め に関する取組等について理解を深め

た。 る。

【令和３年度研修会参加者】
・学校安全・防災教育研修会 59人

防災安全対策課と連携して、各校 防災安全対策課と連携し、各校に防災計画の見直 防災安全対策課と連携し、各校の

の防災計画の見直しを図る。 おいて学校防災計画の不断の見直しし 学校防災計画を見直し、地域の実情

が図られるよう、指導・助言する。 継続（学校教育課） に応じた防災計画や避難訓練のあり

方について改善を図った。
（ ）Ｐ より再掲39

【学識経験者の意見等】
○引き続き、安全安心の確保に努めていただきたい。地域全体で子どもたちを守る体制を構築していただきたい。

○防災に加えて防犯カメラの設置や新型コロナウィルス感染症対策など、現状に即した取組が行われている。
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将来にわたり安全安心で快適な学校教育環境の整備目標２
安全安心な学校教育環境の整備施策の方向性２

通学路等の安全確保施策２

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

児童生徒が安心して登下校できる 新型コロナウイルス感染症予防の 秋田っ子まもるメールを活用しなスクールガード

よう、スクールガード（安全ボラン 観点から、講習会の開催は見送った がら、スクールガードへの参加を引養成講習会の実

ティア）を養成するため、地域住民 が、文部科学省「登下校見守り活動 き続き呼びかける。施

および保護者を対象に養成講習会を ハンドブック」や秋田県安全安心ま（学事課）
開催する。 ちづくり通信等をホームページに掲 継続

、 、【登録者数】 載し 秋田っ子まもるメールにより

（ ）5,863人（令和元年度末） スクールガード 安全ボランティア

への参加を呼びかけた （※１）。

市民に対し、迅速に不審者に関す 引き続き、不審者等に関する情報秋田っ子まもる 令和２年８月に再構築した「秋

る注意喚起の情報のほか、熊警報に や児童生徒の見守り活動に有益な情メールの配信 田っ子まもるメール」により、不

ついてもメール配信した。 報を配信する。（学事課） 審者に関する情報を配信する。

【令和３年度実績(※２)】 また、より多くの市民に「秋田っ 継続【登録者数等】

・登録者数 10,626人 子まもるメール」へ登録していただ・登録者数 5,842人

・配信件数 29件 けるよう事業の周知に努める。・配信件数 43件

・解決事案配信件数 1件（令和３年２月末現在）

全市の通学路の中から対象となる 全小学校の通学路の中から、交通通学路の交通安 小学校通学路における交通危険

交通危険箇所について、道路管理者 危険箇所を、関係機関と合同で点検全確保に関する 箇所の解消を図るため 「秋田市通、

や警察などと合同点検を実施した。 するほか、未実施の対策について、連絡協議会の開 学路の交通安全確保に関する連絡

【令和３年度合同点検実績】 関係機関に働きかける。催 協議会」を開催し、通学路におけ

・点検箇所 16箇所（学事課） る合同点検の実施と危険箇所の改

・必要な対策数 42件 継続善に取り組む。

（うち実施した対策数 25件）【令和２年度実績】
・点検箇所 28箇所

例年実施している通学路の合同点・必要な対策数 36件

検に加え、国が策定した「通学路に

おける合同点検等実施要領」に基づ
き、新たな視点で、緊急的な小学校

通学路の合同点検を実施した。
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【令和３年度緊急合同点検実績】

・点検箇所 129箇所
・必要な対策数 46件

（うち実施した対策数 33件）

児童生徒の安全確保に向けた取組 「安全安心なまちづくりの日」に 全小学校の通学路の中から、防犯児童生徒の防犯
を推進するため 「秋田市児童生徒 合わせ、見守り隊のＰＲと参加者募 上の危険箇所について、関係機関とに関する連絡協 、

の防犯に関する連絡協議会」を開催 集を行ったほか、市Ｐ連だよりを通 合同で点検を実施するほか、必要な議会の開催

し、地域ぐるみで安全確保の充実に じて新たな学校安全の取組みについ 対策について、関係機関に働きかけ（学事課）

取り組む。 て保護者に周知した。 る。 継続

【令和２年度実績】

・点検箇所 ８箇所

・必要な対策数 24件

【学識経験者の意見等】
○通学路等についても、安全安心の確保に努めていただきたい。全国で、悲惨な事故が時折発生していることから、常に注意を怠らないよ

うにしてほしい。

○登下校の安全安心の確保に関わる様々な対策が実施されている。交通危険箇所への対策を推進するとともに、関係者と連携した安全対策

を継続していただきたい。

※１　スクールガード講習会の参加者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
155人 148人 117人 132人 140人 中止 中止

【参　考】

参加者数

【参　考】
※２　秋田っ子まもるメールの登録者数と配信件数の推移

令和２年度 令和３年度
登録者数（人） 8,578 10,626
配信件数（件） 38 29

解決事案配信件数（件） 11 1
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将来にわたり安全安心で快適な学校教育環境の整備目標２
安全安心な学校教育環境の整備施策の方向性２

安全安心で安定的な学校給食の提供施策３

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４度以降の取組）

学校給食費を市の歳入として適正 未収金を含めた給食費の適正な収 学校および保護者の理解を得なが学校給食費の適

に管理するため、給食費算定の基礎 納管理に努めたほか、各校の協力を ら給食費の適切な収納管理を図ると正な管理

となる食数管理や給食費の収納管理 得ながら、安定的に給食食材を調達 ともに、各校の協力のもと、給食食（学事課）
を行うほか、毎日の給食食材の安定 した。 材を安定的に調達する。

的な調達を行う。 【令和３年度食数】教職員等含む 【令和４年度食数】教職員等含む 継続

・小学校：14,165食／日 ・小学校：13,893食／日【予定食数】教職員を含む

・中学校： 7,278食／日 ・中学校： 7,224食／日・小学校 14,768食 日/
計 ：21,443食／日 計 ：21,117食／日・中学校 7,448食 日/

※令和３年５月１日現在 ※令和４年５月１日現在計 22,216食 日/

学校給食への異物混入を防止する 調理員等を対象に異物混入対策マ 各種研修会等を通じて異物混入防異物混入防止対

ため、学校教職員や調理員に対して ニュアル等を活用した研修会を開催 止について、周知・徹底を図るとと策の徹底

定期的に研修を実施するほか 随時 し、異物混入防止について周知・徹 もに、破損・劣化が見られる食器・（学事課） 、 、

情報提供や注意喚起などを行う。 底を図った。 調理器具を更新する。
また、調理場一斉点検を行い、異 また、調理場一斉点検や調理設備

物混入の原因となり得る破損・劣化 の修繕を行い、異物混入防止に向け

が見られた食器・調理器具を更新し て取り組んでいく。 継続
た。

【調理場一斉点検】 【調理場一斉点検】

・期 間： 3.6.29～7.30 ・期 間： 4.7予定R R
・箇所数：43（単独調理場32、共同調 ・箇所数：42（単独調理場32、共同調

、 ） 、 ）理場10 給食センター１ 理場９ 給食センター１

学校給食の安全確保および食育の 学校給食支援員を配置し、給食に 引き続き、食物アレルギー対応お学 校 給 食 支 援

推進を図るため、学校給食事務を補 関わる事務の円滑な処理を推進し よび異物混入の防止等、学校給食の員の配置

助する非常勤職員を配置する。 た。 安全確保の周知・徹底を図るととも（学校教育課）

また 「学校給食支援員研修会」 に、給食の食数管理等が円滑に行わ【配置人数】23人 、

Ｐ22より再掲 を通して、食物アレルギー対応およ れるよう支援員へのきめ細かな指導 継続（ ）
び異物混入の防止等、学校給食の安 ・助言に努める。

全確保の周知・徹底を図った。

【令和３年度配置実績】
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・栄養教諭および学校栄養職員未配

置校への配置 18校、18人
・食物アレルギー対応の多い学校へ

の配置 ９校、５人

小・中学校学校 安全安心な学校給食の実現に向 調理場施設の修繕や調理機器の更 異物混入防止対策として、令和２

給食施設等の整 け、施設修繕、機器更新等を集中的 新を通じ、異物混入の再発防止に向 ～３年度に集中的に実施したもので

備 に実施する。 けた環境を整備した。 ある。

（学事課） 【令和３年度整備実績】 今後も引き続き、調理機器等の更 縮小【整備予定数】
新・修繕等を継続するほか、中学校・小学校 修繕 18箇所 ・小学校 修繕 18箇所

給食施設のうち、３年度に整備でき備品更新 10台 備品更新 10台

なかった箇所について、対応する。・中学校 修繕 ７箇所 ・中学校 修繕 ５箇所

【学識経験者の意見等】

○学校給食についても、安全安心の確保に努めていただきたい。全国で、時折給食に関わる異物混入や食中毒等が発生していることから、

常に注意を怠らないようにしてほしい。

○学校給食の安全確保に向けて万全の取組を期待したい。
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将来にわたり安全安心で快適な学校教育環境の整備目標２
安全安心な学校教育環境の整備施策の方向性２

学校施設の整備施策４

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

老朽化した校舎の大規模改造を実 学校施設長寿命化計画に基づいた小 ・ 中 学 校 の 老朽化した校舎の外部（屋根、

施し、教育環境の向上を図った。 施設整備を計画的に実施し、適切な大規模改修 外壁等）および内部（内壁、床等）

（総務課） 【令和３年度実績】 教育環境の維持・向上に努める。の非構造部材を全面的に改修する。

・仁井田小学校管理室棟 【令和４年度事業予定】 継続【実施校】
・城南中学校特別教室棟 ・旭川小学校管理室棟および普通教・仁井田小学校、城南中学校

室棟

外壁改修など、老朽化した施設の 学校施設長寿命化計画に基づいた小 ・ 中 学 校 の 教育環境の改善を図るため、学

改修等により、教育環境の改善を図 施設整備を計画的に実施し、適切な施設改修 校施設の改修を行う。
った。 教育環境の維持・向上に努める。（総務課） 【実施校】

【令和３年度実績】 【令和４年度事業予定】・港北小学校（外壁改修）

・小学校 11校 ・御所野小学校（温水発生機更新）・東小学校（外壁等改修）

・中学校 ４校 ・上北手小学校（防球ネット改修）・河辺小学校（外壁改修）

※中学校１校については、学級数増 ・明徳小学校（外壁塗装）・東小学校（送油管改修）

加の見込みがなくなったことによ ・築山小学校（外壁改修）・大住小学校（送油管改修）

り、改修の必要がなくなった。 ・東小学校（外壁改修）・泉小学校（送油管改修）

・河辺小学校（外壁塗装）・港北小学校（グラウンド改修）

・八橋小学校（グラウンド改修） 継続・八橋小学校（給排水設備改修）

・港北小学校（給水設備改修）・上新城小学校（給水設備改修）
・城南中学校（温水発生機更新）・高清水小学校（上水直結）

・城東中学校（受変電設備更新）・寺内小学校（上水直結）

（ ）・川尻小学校（受変電設備改修） ・秋田西中学校 バックネット改修

・将軍野中学校（外壁塗装・給水設・土崎南小学校（高圧ケーブル更

備改修）新）

・秋田西中学校（上水直結）・城東中学校（外壁改修）

・泉中学校（送油設備改修）・城南中学校（グラウンド改修）

・勝平中学校（暖房設備改修）・桜中学校（教室改修）

・御野場中学校（送油設備改修）・秋田北中学校（教室改修）

・秋田東中学校（グラウンド改修）・飯島中学校（温水発生機更新）
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

老朽化したトイレの大規模改修に 学校施設長寿命化計画に基づいた小 ・ 中 学 校 の 老朽化した小・中学校トイレを

より、教育環境の向上を図った。 施設整備を計画的に実施し、適切なトイレ改修 棟ごとに大規模改修する。

【令和３年度実績】 教育環境の維持・向上に努める。（総務課） 【実施校】

・小学校 ３校 【令和４年度事業予定】・旭川小学校、御所野小学校、旭

・中学校 ２校 ・築山小学校、港北小学校 継続南小学校

【洋式化率】 R2 → R3 ・城南中学校、将軍野中学校、・泉中学校、将軍野中学校
小学校 62.3％ 63.9％ 御野場中学校

中学校 58.8％ 60.4％

全 体 61.1％ 62.6％

老朽化した屋根を改修し、教育環 学校施設長寿命化計画に基づいた小 ・ 中 学 校 の 経年劣化等による雨漏りが発生

境の改善を図った。 施設整備を計画的に実施し、適切な屋根防水改修 している学校の校舎棟の屋根を改

【令和３年度実績】 教育環境の維持・向上に努める。（総務課） 修する。

・小学校 ２校 【令和４年度事業予定】 継続【実施校】

・中学校 １校 ・土崎南小学校（管理室棟）・高清水小学校（屋体棟）

・土崎中学校（屋体棟）・旭北小学校（屋体棟）

・城南中学校（屋体棟）

日新小学校改築に向け、基本設計 学校施設長寿命化計画に基づき、日 新 小 学 校 の 老朽化した日新小学校を改築す

および実施設計を行ったほか、 日新小学校改築を進め、児童の安全改築 るため、令和３年度は、基本設計 改

安心な施設環境の確保と教育環境の（総務課） および実施設計等を行う。 築工事に向け拡張用地を取得し、

質的向上に努める。 継続事業の推進を図った。

【令和４年度事業予定】【令和３年度実績】

・造成工事・基本設計および実施設計

・プール、校舎一部解体・用地取得 3,205.39㎡

市立小中学校の普通教室等への空 教室等の配置状況を随時確認し、小 ・ 中 学 校 へ 教育環境の向上を図るため、小

調設備設置により、教育環境の向上 教育環境の維持・向上に努める。の 空 調 設 備 の 学校41校、中学校23校の普通教室

を図った。導入 と職員室等に空調を設置する。

【令和３年度実績】 終了（総務課） 【設置時期】

・小学校 41校・小学校：令和３年５月

・中学校 23校・中学校：令和３年12月
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

、 、小・中学校備品 教育環境の充実を図るため、学校 各校の要望を踏まえて、老朽化し 引き続き 各校の要望を踏まえて

備品を計画的に整備する。 た除雪機やブルーヒーターなどを更 学校備品の計画的な整備を行い、教の整備・充実

新するほか、各教科の教材を購入す 育環境の充実を図る。（総務課）

るなど、学校備品の計画的な整備に
努めた。 継続

【令和３年度整備実績】

除雪機 ２台
ブルーヒーター ３台

工事完了に伴い、令和３年度で終教 育 研 究 所 施 老朽化している箇所の改修工事等 老朽化した施設の改修等により、

了した。設の改修 を実施する。 研修環境の改善を図った。

今後は施設の有効活用に努める（教育研究所） 【実施内容】 【令和３年度実施内容】

終了・外壁改修工事 ・外壁塗装工事

・トイレ改修工事・トイレ洋式化改修工事

・内装修繕・研修室等クロス張替修繕

屋内運動場（体育館）外壁改修工 生徒の健康管理や教育環境の維持秋 田 商 業 高 校 教育環境の改善を図るため、屋

事を行い 教育環境の改善を図った ・向上のため、個別施設計画に基づ施設等の改修 内運動場（体育館）外壁改修工事 、 。

き施設の整備、修繕を適切に実施す（商業高校） を行う。
る。 継続

Ｐ44より再掲 【令和４年度事業】（ ）

・雑用水（地下水）濾過除鉄マンガ
ン装置更新工事

普通教室冷房設置工事を行い、教 普通教室冷房設置工事を完成さ秋 田 商 業 高 校 教育環境の向上を図るため、普

育環境の改善を図った。 せ、生徒の健康管理や良好な教育環へ の 空 調 設 備 通教室に空調を設置する。

境の維持に努める。 終了の導入 【設置時期】令和４年６月

（商業高校）

（ ）Ｐ44より再掲

御所野学院高校 教育環境の改善を図るため、校舎 個別施設計画に基づき施設の整２、３階トイレ改修工事を行い、

施設等の改修 棟２、３階トイレの洋式化工事を行 備、修繕を適切に実施し、生徒の健教育環境の改善を図った。

う。 康管理や教育環境の維持・向上に努 終了（御所野学院高

める。校）
（ ）Ｐ46より再掲
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

御所野学院高校 教育環境の向上を図るため、普通 普通教室に空調設備工事を行い、 生徒の健康管理や良好な教育環境

への空調設備の 教室に空調を設置する。 教育環境の向上を図った。 の維持に努める。

導入 終了【設置時期】令和４年３月
（御所野学院高

校）

（ ）Ｐ46より再掲

普通教室に空調設備工事を行い、 生徒の健康管理や良好な教育環境美大附属高等学 教育環境の向上を図るため、普

教育環境の向上を図った。 の維持に努める。院への空調設備 通教室に空調を設置する。

終了の導入 【設置時期】令和３年10月

（ ）附属高等学院
（ ）Ｐ48より再掲

【学識経験者の意見等】
○学校施設の整備が計画的に進められている。今後も老朽化などに伴い、要望が増えていくと思われることから、長期的な見通しをもって

取り組んでいただきたい。

○計画的な学校施設整備を継続していただきたい。
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生涯を通じて個性と能力を発揮できる社会教育の充実目標３
社会教育の充実施策の方向性１
学習支援体制の充実施策１

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

多様化する市民の学習ニーズに対 高等教育機関や関係機関の協力の 連携が可能な関係機関や事業内容高等教育機関や
応するため、大学等と協力してテー もと、各機関の持つ高い専門性や幅 について、各市民サービスセンター民間企業等と連
マを設定する市民大学講座や、市内 広い分野でのノウハウを生かし 秋 が持つ情報を共有するなど、様々な携した社会教育 、「
の民間企業の協力による家庭教育講 田米新品種」や「秋田の火山に関す 分野について情報収集を行い、社会の実施
座を実施する。 ること」のほか、現代的なテーマと の変化や市民の学習ニーズに対応し 継続（生涯学習室）

して「人生100年時代の生活設計」 た学習機会を提供できるよう連携に
や「最近の秋田県内外の政治情勢」 努める。
などを取り上げた講座を実施するな
ど、多様な学習機会を提供した。
【令和３年度連携件数】136件

生涯学習に関す 各種講座やサークル情報などの生 学習情報を広く行き渡らせるた学びに対する意識の醸成と参加を
る情報提供 涯学習関連事業を紹介する「生涯学 め、ホームページ・ＳＮＳ・動画配推進するため、各種講座やサークル
（生涯学習室） 習ガイド」を発行した。また、広報 信・デジタルサイネージ・新聞など情報などの生涯学習関連事業を紹介

する「生涯学習ガイド」を作成し、 継続あきたやホームページ等により講座 のほか、広報あきたへの掲載、市民
等の学習情報を提供したほか、青少 サービスセンター等へのリーフレッ冊子やホームページなどで情報提供
年教室のリーフレット・ポスターを ト・ポスターの設置など、様々な媒を行う。

【配布冊数】400冊 市立高校等へ設置し 周知に努めた 体を活用して周知に努める。、 。
【生涯学習ガイド作成冊数】450冊【生涯学習ガイド配布冊数】400冊

生涯学習に関す 自ら主体的に学習することを支援個々の学習活動を支援するため、 各市民サービスセンターでは、常
る相談体制の充 するため、各施設の窓口等における市民サービスセンターの窓口等にお 時生涯学習に関する情報収集や市民
実 学習相談を行い、学習活動の推進おける日常的な学習相談を実施するほ の学習ニーズを把握しながら、情報
（生涯学習室） よび学習者が意欲的に活動を継続でか 市民サービスセンターまつり 提供や学習相談に応じたほか、生涯、「 」

きるように努める。また 「市民サや「コミセンまつり」において、生 学習室では、専門的な知識を持つ社 、
涯学習奨励員による特設の相談窓口 会教育主事が市民サービスセンター 継続ービスセンターまつり」等における

生涯学習奨励員による学習相談の周を設置する。 などからの相談に対し助言を行うな
知に努める。ど、市民の学習活動を支援した。

また、新型コロナウイルス感染症
の影響により「市民サービスセンタ
ーまつり」等の特設相談窓口は中止
した。
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

社会教育・生涯学習事業を効果的 受講者アンケートの実施により、 社会教育中期計画の更新に伴い、事業評価に必要
に実施するため、各種講座の受講者 受講後の理解度や満足度、希望する 学習成果の活用に関する項目を加えな調査の実施
にアンケート調査を行うことによ 講座内容等を把握し、企画運営の改 るなどアンケートの内容を見直し、（生涯学習室）
り 講座内容の満足度等を把握する 善を図った。また、デジタル化に対 事業内容の改善および充実に努め 継続、 。

応できるようＩＣＴを活用した講座 る。
や会議等への参加の促進に努めた。
【令和３年度事業参加者満足度】96％

【学識経験者の意見等】
○生涯学習に関する情報をより広く届けるため、今後はＳＮＳの活用も積極的に行っていただきたい。その際、今後の開催情報だけでなく
実際に開催された様子を写真や短い動画をまじえて発信することで、これまで参加したことがない市民にもイメージや関心が得やすくな
るように工夫していただきたい。
市民の学習ニーズの把握がどのように行われ、実際の学習機会の提供にどのようにつながっているのかが明確ではないため、その実効性
についても検証していただきたい。
生涯学習に関する相談体制の充実が図られている点は良いが、基本的に市民サービスセンターの窓口等に相談に来る人に対応する形にな
っている。相談窓口があることをより広く市民に周知するとともに、市民サービスセンターの窓口以外でも相談できる体制を拡充するな
どの工夫も必要と考える。
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生涯を通じて個性と能力を発揮できる社会教育の充実目標３
社会教育の充実施策の方向性１

学習機会の充実施策２

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

ジ ュ ニ ア プ ロ 子どもたちの情報活用能力を育 例年応募者が多い小学生コースを 論理的に考える力や、問題を解決

グ ラ ミ ン グ 講 成するため、プログラミングに興 １コース増やしたほか、マイクロビ する力などを育むカリキュラムの充

座の実施 味・関心がある小学校高学年およ ットとスクラッチを連携させたカリ 実を図る。

、 、（生涯学習室） び中学生を対象とするプログラミ キュラムにより小学生はゲーム、中 また 人気の高い小学生コースは
さらに１コース増やし５コース実施 継続ング講座を開催する。 学生はアプリの作成に取り組むなど

する。【小学生向けコース】15人×４コース スキルアップを図った。

【令和３年度実績】 【令和４年度見込み】【中学生向けコース】15人×２コース

・小学生 ４ 計46人 ・小学生 15人×５ 計75人コース コース コース コース

・中学生 ２ 計23人 ・中学生 15人×２ 計30人コース コース コース コース

新 成 人 の つ ど 新成人の門出を祝福するととも 令和３年度に延期した令和２年度 令和４年度は、式典の名称を「二

いの開催 に社会を担う責任自覚を促すため、 の式典は、新型コロナウイルス感染 十歳（はたち）のつどい」と改め、

（生涯学習室） 新成人のつどいを開催する。 症の影響により中止した。 今までどおり20歳を対象に式典を開

新型コロナウイルス感染症の影 催し、大人としての責任と自覚を促令和３年度の式典は、午前午後の

２部制とし、市外からの参加者を事 で成響により、令和２年度の式典につ す機会を提供する。また、18歳
前登録制にするなど、感染予防対策 人を迎える方に対しては、民法改正いては、３年度に延期して実施す

を徹底して実施した 。 の意義等について、ホームページに 継続る。 （※１）

また、令和４年度以降、成年年齢 より周知・啓発に努める。【対象者数】令和２年度 2,676人

引き下げの対象となる市内のすべて令和３年度 2,624人

の高校生へリーフレットを配布し、

民法改正の意義等について周知・啓

発に努めた。
【令和３年度参加者数】2,013人

第６次秋田市社会教育中期計画を 毎年度点検・評価を実施し、事業第６次秋田市社 社会教育に関する施策を体系的

作成した。 内容の改善に努め、社会教育の充実会教育中期計画 ・計画的に推進するため、具体的

【計画期間】 に取り組む。の策定 な施策の方向性を示す「第６次秋

令和４年度から８年度までの５年間 終了（生涯学習室） 田市社会教育中期計画」を策定し、

【目標】本市社会教育のさらなる充実を図

生涯を通じて学び、個性と能力を伸る。
ばす社会教育の充実
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

幅広い年齢層の学習ニーズに対応ライフステージ 生涯を通じた学習を支援するた 市民サービスセンターにおいて

した様々な講座等を企画し、学習機に対応した社会 め、乳幼児、青少年、成人および は、乳幼児学級や女性学級､高齢者

会のさらなる充実を図るとともに、教育の実施 高齢者の各ライフステージに対応 学級などの各種学級等を実施すると

デジタル化などの新しい学習環境に（生涯学習室） した学級や講座等を実施する。 ともに、生涯学習室においては青少

対応できるようＩＣＴに関する講座【市民サービスセンター】 年教室を実施するなど、生涯を通じ

等の実施に努める。 継続学級数 63学級 た学習の支援に努めた（※２ 。）

【市民サービスセンター】 【市民サービスセンター見込み】講座数 165講座
【生涯学習室】 学級数 58学級 学級数 65学級

青少年教室 29講座 講座数 46講座 講座数 59講座

【生涯学習室】 【生涯学習室見込み】

青少年教室 26講座 青少年教室 38講座

社会の変化に対 災害への備え」や 幅広い分野からの情報収集を行い社会の変化に対応した学習機会を 「異常気象による

応した学習機会 「スマートフォンの使い方」など、 現代的、社会的な課題に対応した学提供するため、市民サービスセンタ

ーにおいて、健康や環境問題などの ＩＣＴ 継続の提供 社会環境の変化に対応した学習機会 習機会の提供に努め、 の活用
（生涯学習室） を提供し、日常生活で学習成果を生 などによる新しい学習環境づくりに現代的課題や、高齢者の交通安全な

かせるよう支援に努めた。 取り組む。どの地域が抱えている課題を学習テ

ーマにした事業を実施する。

学習ニーズに対 を対象とする工作や料理など 各種学級や講座の日時について市民の学習ニーズに柔軟に対応す 親子
応した講座等の の講座等については、学校の長期休 は、より多くの方が参加できるようるため、仕事を持っている方や学生

開催日程の工夫 業中や土日などの休日に開催したほ に、開催日程や会場、駐車場などになどが参加しやすい土曜日や日曜

日、平日の夜間に講座等を開催する 継続（生涯学習室） か、仕事を持っている方や学生など 配慮し開催するよう努める。

を対象とした青少年教室等は平日のなど、曜日や時間設定を工夫する。

夜間に実施するなど、参加しやすい

日程の工夫に努めた。

新型コロナウイルス感染症予防対 講師の派遣依頼があった際には、「出前講座」の 市民の要請に応じた学習機会を
策のため、講座時間の短縮や広い会 ＩＣＴを活用した講座等の実施につ実施 提供するため、地域の団体等が企

場での実施など 開催方法について いて協議を進めるなど、 継続（生涯学習室） 画する講座へ講師を派遣する出前 新しい学習、 、

講座を実施する。 環境に対応した多様な学習機会の充講師の派遣依頼があった地域の保育

実に努める。所等と協議して実施した。
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※１ 新成人のつどい参加者数
平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

対象者数 2,898人 2,885人 2,728人 2,676人 3,179人

参加者数 2,370人 2,237人 2,224人 中止 2,013人
参加率 81.8 77.5 81.5 － 63.3％% % %

【参 考】
・令和２年度までの対象者数は、秋田市に住民登録がある方のみ

・令和３年度の対象者数は、秋田市に住民登録がある方および市外に居住し事前登録をした方

※２ 主な社会教育事業参加者数

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
乳幼児教育 3,217人 3,283人 2,271人 1,104人 717人

家庭教育 410人 738人 788人 474人 497人

青少年教育 2,791人 2,485人 2,463人 994人 1,026人
女性教育 4,903人 5,152人 5,023人 2,694人 2,560人

※新成人のつどい参加者数を除く成人教育 4,460人 4,051人 3,300人 1,486人 1,344人

高齢者教育 8,081人 8,915人 8,149人 4,132人 4,589人
世代間交流 1,154人 1,269人 1,411人 635人 406人

【学識経験者の意見等】
○これまでは会場で対面による学習が提供されてきたが、今後はオンラインによる学習機会の提供も行うべきと考える。仕事や学業、育児

や介護、あるいは自身の健康上の理由等により、対面での開催に参加しにくい方々もいることも考えられる。また近年では、様々な事業

がオンライン化または対面とオンラインの併用によって開催されることが増えている傾向にあることからも、生涯学習も対面に限らずオ
ンライン化を積極的に推進することで、より多くの人々が学習機会を得られるよう工夫する必要があると考える。

また、オンライン化を推進する場合は、リアルタイムだけでなくオンデマンド型で提供したり、参加者が自由に意見を書き込める機能を
活用したりするなど、オンラインの利便性を生かした学習機会の提供を模索していただきたい。
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生涯を通じて個性と能力を発揮できる社会教育の充実目標３
社会教育の充実施策の方向性１

学習成果の活用支援施策３

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

サークル活動や各学級での学習成 市民サービスセンターを拠点とし 学習活動で創作した作品を展示す学習成果の発表

果を発表できるよう 「市民サービ て活動しているサークルの活動成果 る機会の充実を図るとともに 「市機会の提供 、 、

スセンターまつり」等においてステ の発表の場として、中央図書館明徳 民サービスセンターまつり」等にお（生涯学習室）

継続ージ発表や作品展示などの機会を提 館および土崎図書館において 「俳 いて学習成果の発表機会の提供に努、
供する。 画」や「籐細工」の作品を展示し、 める。

学習成果を発表する機会を提供し

た。
自らの学習成果 「生涯学習手帳」を各施設へ常時 「生涯学習手帳」の活用の意義や学習者自らが学習成果を実感でき

を実感できる環 設置したほか、学級や講座の際に希 使い方について更なる周知に努め、るよう、各学級や講座等の受講者に

境づくり 望者へ配布し、学習者が自らの学習 活用の推進を図る。対し、学習履歴を記録する「生涯学

（生涯学習室） 成果を実感できる環境づくりに努め 継続習手帳」の活用を推奨する。

た。

【令和３年度配布冊数】 120冊

【累計配布冊数】 1,570冊

※平成24年度からの累計

学習成果を生か 高齢者学級や乳幼児学級の講師な 新たな講師の発掘および育成に努各学級や講座等において学習した
す機会の提供 どで活躍している地域のサークル会 めるほか、各種講座の講師へ「生涯成果を講師として生かすことができ

（生涯学習室） 員や学習ボランティア会員へ「生涯 学習講師団名簿」への登録を推奨するよう 「生涯学習講師団名簿」へ、

学習講師団名簿」への登録を促すと る。の登録を推奨する。

また、受講生が講師役となって活ともに、学習成果を生かす機会の提

供に努めた。 継続躍できるよう学習成果を生かす機会

【生涯学習講師団名簿】 の提供に努める。
・登録者 101人

・活動実績 市主催事業

小中学校における学習
での講師等
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【学識経験者の意見等】

○学習成果を図書館などで展示する取組は非常に良いと思う。今後も様々な施設での展示を継続するとともに、ＳＮＳでも作品を発信する
ことで質の高い学習が行われていることをより広く周知できるものと考える。

受講生が生涯学習講師団名簿に登録できる仕組みは良いと思う。今後は、実際に名簿に登録された方々が活躍できる場を、その方々と一

緒に幅広く模索されることを期待する。また、社会の変化に伴い学習ニーズも多様化していることが予測されるため、新たな講師の発掘
にもより一層努めていただきたい。
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生涯を通じて個性と能力を発揮できる社会教育の充実目標３
社会教育の充実施策の方向性１

地域コミュニティづくりの推進施策４

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

学習活動を通した地域の絆づくり 世代間交流事業の実施により、地地域の歴史や文 新型コロナウイルス感染症の影響

を推進するため、市民サービスセン 事業を実施できた地域に 域の子どもと高齢者等相互の学び合化を学ぶ機会の がある中で

ターにおいて、子どもが高齢者等か おいては、地域の子どもと高齢者等 いの促進および高齢者が長年培って提供

ら地域の歴史や文化、まつりなどを の学び合いや地域住民同士の交流を きた能力を生かす機会の提供に努め（生涯学習室）
継続学ぶ機会となる世代間交流事業を実 図る機会を提供することができた る。

施する。 また、未実施の地域においては、（※ 。）

事業実施に向けて準備を進めるとと

もに施設間での情報共有や情報交換
に努める。

親子体験活動事 地域と連携を図り、親子で学ぶ楽社会教育を通した親子の絆づくり 地域の関係団体などと連携を図

業の実施 しさや絆を実感できる魅力ある事業を推進するため、市民サービスセン り、ジャガイモの収穫や稲刈りなど

（生涯学習室） の実施に努める。 継続ターにおいて、野外活動やものづく の農業体験や陶芸、切り絵など親子
り体験などを行う親子体験活動事業 で体験できる講座を実施し、地域や

を実施する。 親子の絆づくりに努めた。

【令和３年度参加者数】173人

地域の自主的な 地域の団体や生涯学習奨励員等が 生涯学習奨励員と連携し、地域の学習活動を通した地域のコミュニ

学習活動への支 企画立案した様々な活動について、 団体等が自主的な学習に取り組めるティづくりを推進するため、市民サ

援 講師謝金の一部を支給し、地域の学 よう活動の支援に努める。ービスセンターにおいて、町内会や

（生涯学習室） 習の支援に努めた。 継続子ども会などの地域の団体等が自主

的に企画する学習活動に対し講師謝 【令和３年度実施状況】 【令和４年度実施見込み事業数】
金の一部を支給する。 ・地域づくり自主企画事業：11件 ・地域づくり自主企画事業：37件

学校と地域が連 地域に伝わる伝統芸能の伝承と保 伝統芸能の継承活動を継続すると地域に根ざした学習活動を支援す

携した学習活動 存を支援し、継承する活動を実施し ともに、学校や地域と連携した学習るため、学校等を会場に子どもを対

の実施 た。 活動の支援に努める 継続象とした地域の伝統文化の伝承活動 。
【 】（ ）（生涯学習室） 令和３年度実施状況 山谷番楽を実施する。

・活動場所：旧山谷小学校

・活動日数：26日
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【参 考】

※ 世代間交流事業の参加者数
令和元年度 令和３年度平成29年度 平成30年度 令和２年度

参加者数 1,154人 1,269人 1,411人 635人 406人

【学識経験者の意見等】

○自然や文化を体験的に学べる親子体験活動事業は非常に有意義であると思う。子どもたちが、秋田市の豊かな自然や農林漁業にふれられ

る機会は限られているため、地域の農林漁業者等との連携により本事業の一層の充実を期待する。
学校と地域が連携した学習活動の実施については、伝統芸能の継承活動に限らず様々なテーマを設けて推進していただきたい。その際、

小中学校だけでなく、高校、高専、大学などとの連携も推進していただきたい。
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生涯を通じて個性と能力を発揮できる社会教育の充実目標３
社会教育施設等における活動の充実施策の方向性２

図書館サービスの向上施策１

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

市民に親しまれる情報拠点とし 市民のニーズに対応した各種講座 市民ニーズを把握し、各事業を企学習活動機会の

て、市民のニーズに対応した各種講 などを実施したほか、市民団体や関 画・運営するとともに、引き続き感充実

座や講演会 資料展示等を開催する 係課所室と連携した資料展示や講座 染症対策を徹底しながら、学習活動（各図書館） 、 。

を行った。 機会の充実に努める。・市民文化講演会
新型コロナウイルス感染症の影響・市民文化講座、連携講座

による事業の縮小・中止を最小限に・石井露月顕彰事業

するため、感染症対策を徹底し事業 継続・読書週間資料展示

の実施に努めた。・夏休みチャレンジコーナー展示

また、昨年に引き続き、明徳館で・ 種蒔く人」創刊100周年記念事「

開催した市民文化講座を動画配信し業 ほか

た。
【令和３年度講座・講演会開催数】

12回（うち児童向け５回）

子どもたちの読書環境づくりを支 新型コロナウイルス感染症の影響 各事業を継続していくことによ子どもの成長段

援するため、各種事業を展開する。 がある中で、各事業の実施回数は減 り、子どもの成長段階に応じた読書階に応じた読書

・明徳館文庫運営事業 ったものの、子どもの成長段階に応 活動の支援を図る。活動の支援
・ブックスタート推進事業 じた読書活動の支援に努めた。（各図書館）

・かぞくぶっくぱっく事業 【令和３年度実績】 継続

・おはなし会 ・かぞくぶっくぱっく貸出し数
・選書体験 1,796パック

・読書の記録帳 ・おはなし会開催数 137回

図書館サービスをより身近な場所 明徳館文庫（フォンテ文庫）を年 市民の意見や要望を踏まえ、移動利用者の利便性

で提供するため、フォンテＡＫＩＴ 末年始をのぞき毎日開館するととも 図書館（イソップ号）等の利便性の向上

Ａ内の「明徳館文庫」を運営するほ に、乳幼児向けの各種事業を開催し 向上に努める。（中央図書館明

か、移動図書館（イソップ号）によ た。移動図書館（イソップ号）の地徳館）
る市内巡回を実施する。 域巡回において、新屋地区のステー

ションの見直しを行い利便性の向上 継続

を図った。
また、市内１施設から配本サービ

スの要望があり、配本所を１か所増

設した。

- 74 -



施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応
（自己評価） （令和４年度以降の取組）

ホームページやＳＮＳを活用し、 引き続きホームページやＳＮＳを情報発信サービ 市民が各種情報を利活用しやす

、 、スの充実 い環境を整備するため、ホームペ 事業の周知を行ったほか、問合せが 活用し 事業の周知を図るとともに

多い寄贈に関する案内ページなどを 情報や資料を求める市民に対しレフ（各図書館） ージやＳＮＳ、動画配信等による

。情報提供およびレファレンスの充 新設し、ホームページの充実に努め ァレンスサービスの充実に努める

た。実を図る。
、 （ ）また レファレンスサービス ※

の利用を広めるため、各館において 継続

カウンターや館内での声がけや、問
合せをしやすい雰囲気づくりに努め

た。

【 】令和３年度レファレンスの認知度
49％（ 利用者へのアンケート調「

査」より）

各地域のボランティア団体等との 引き続き、新たなボランティア会関係団体との連 おはなし会や朗読サービス、訪

連携により、おはなし会や障がい者 員の確保や会員のスキルアップに協携による読書活 問おはなし会の開催にあたり、ボ

向けの朗読サービスなど、市民が本 力し、地域に学びの成果を効果的に 継続動の推進 ランティア団体と、開催の方法や

に親しむ機会の充実を図る。 還元できるよう努める。（各図書館） 感染症対策などを随時確認し、安

心して活動できる環境づくりに努
めた。

市民の読書活動や学習に必要な資 市民のニーズに対応した図書資料 読書の記録帳事業およびＷｉ－Ｆｉ学習環境の整備

料を広く収集・提供するほか、施設 の充実を図ったほか、令和３年８月 環境サービスを拡充し、更なる利便・充実

環境の改善を図るため、老朽化の著 に明徳館に図書除菌機を１台導入 性の向上を図るとともに、電子書籍（各図書館）

しい施設設備を計画的に改修する。 し、安心して図書資料を利用できる の導入を検討する。
環境整備に努めた。 また、各館に図書除菌機、トイレ

また、老朽化した設備を改修し施 の手洗い場の自動水栓およびサーマ 継続

設環境の改善を図った。 ルカメラを設置し、安心して図書館
【令和３年度事業】 を利用できる環境を整備する。

・中央図書館明徳館自動火災報知設

備更新工事、高圧気中開閉器等交 【令和４年度事業】
換工事、防火シャッター改修工事 ・中央図書館明徳館駐輪場整備工事

・新屋図書館空調設備改修工事 ・土崎図書館昇降機更新工事

※ レファレンスサービス

図書館利用者が、学習・研究・調査を目的として必要な情報・資料を求めた際に、図書館職員が、必要とされる情報・資料を検索・提供・

回答すること。
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【学識経験者の意見等】

○様々な事業を展開していて素晴らしいと思う。明徳館での市民文化講座の動画配信やＳＮＳ等を活用した情報発信にも取り組んでいて工
夫がみられる。今後も新たな試みに積極的に取り組まれることを期待したい。
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生涯を通じて個性と能力を発揮できる社会教育の充実目標３
社会教育施設等における活動の充実施策の方向性２

太平山自然学習センター、自然科学学習館における体験活動の充実施策２

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

小・中学生の教育活動の一環とし 市民の生涯学習の推進を図るた体験活動機会の 青少年の健全育成や市民の生涯

て日帰りによる集団生活や野外活動 め、市民ニーズを捉えた事業内容の充実 学習の推進を図るため、各世代が

（太平山自然学 を行ったほか、家族対象のファミリ 見直しに努め、事業の充実を図ると野外活動や集団生活、ものづくり

習センター） ーキャンプ、一般対象の太平山前岳 ともに、ホームページや施設見学会などを体験する各種事業を実施す
登山等の自主事業を開催し、青少年 等を通して広報活動の充実に努め、る。

の健全育成や市民の生涯学習の推進 一般利用の促進を図っていく。・市内小学５年生および中学１年

に努めた。 継続生を対象とした自然体験活動

【令和３年度利用実績】・ファミリーキャンプ

・学校利用 4,774人・太平山前岳・中岳登山

・一般利用 1,049人・スノーシューハイキング ほか

・主催事業 188人
・事業参加者の満足度 100％

平日学校利用では、保育所２所、 市民の科学に関する興味関心を高体験活動機会の 科学に対する市民の理解を深め、

小学３年生41校、中学２年生23校が め、理解を深めることを目指し、最充実 関心を高めるとともに、青少年の

体験学習を行った。休日自主事業は 新の科学に触れることができる展示（自然科学学習 知的創造力をはぐくむため、科学
27イベントのうち、19イベントを実 機器の更新と休日自主事業の企画に館) 的な見方・考え方を働かせる各種

施した。 努める。体験活動を実施する。

【令和３年度利用実績】・市内小学３年生および中学２年

・平日学校利用 4,233人生を対象とした科学実験等の体

・休日自主事業 1,481人 継続験学習

【アンケート結果】・科学つめあわせ便（年７回）

・平日学校利用体験学習充実度・電子工作教室

小学校 98.2％・ロボットプログラミング教室

中学校 100％・動物サイエンス

・休日自主事業満足度・コズミックカレッジ（※）
子ども 97.6％・サイエンスフェスティバル

保護者・一般 98.4％ほか
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施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

個別施設計画に基づいた施設整備施設の改修 老朽化した施設設備を計画的に 炊事棟のトイレ洋式化の修繕を

（太平山自然学 を計画的に実施し、適切な施設の維改修する。 行った。

習センター） 持管理に努める。 継続・炊事棟トイレ洋式化 【令和３年度事業】

・炊事棟トイレ洋式化修繕 【令和４年度事業】
パッケージ型エアコン更新・

※ コズミックカレッジ
ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）の協力のもと、ロケット等の飛行原理や宇宙工学に関する実験を行うもの

【学識経験者の意見等】
○自然や科学に関する体験活動に関して、様々な事業を実施している点を評価したい。今後も市民のニーズを取り込んで特色ある体験活動

の推進を図るとともに、学校や親子に加え、より一般に向けての事業を充実されることを期待したい。
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生涯を通じて個性と能力を発揮できる社会教育の充実目標３
社会教育施設等における活動の充実施策の方向性２

市民サービスセンターにおける社会教育活動の充実施策３

施策・事業 内 容 方向性
実績および成果 今後の課題と対応

（自己評価） （令和４年度以降の取組）

多様な市民ニーズや社会の要請に 「国際理解 「秋田美人と川反花 市民サービスセンターと地域が連各市民サービス 」

対応した社会教育の推進を図るた 柳界」など地域の特色を生かした講 携し、地域の課題解決につながる各センターにおけ

め、地域における社会教育に関する 座や 「悪質商法 「地球温暖化対 種講座を実施するほか、各地域の実る社会教育の実 、 」

事務を各市民サービスセンターが担 策」など現代的課題の課題解決につ 情に応じた学習活動の推進や新規事 継続施
い、より地域の特色や課題を踏まえ いて考える講座を実施し、市民のニ 業の企画等に努める。（生涯学習室）

た各種教室・講座等を実施する。 ーズに対応した学習機会を提供し

た。

市民サービスセンターとの「秋田 「秋田市社会教育および生涯学習教育委員会と各 地域における社会教育の推進を

市社会教育および生涯学習事業推進 事業推進会議」を活用し、今年度か市民サービスセ 図るため 「秋田市社会教育および、
会議」を年５回開催したほか、第６ ら更新する第６次社会教育中期計画ンターとの連携 生涯学習事業推進会議」を開催し、

次社会教育中期計画の策定にあたっ の方針を共有するほか、職員の事業（生涯学習室） 教育委員会と各市民サービスセン

ては、市民サービスセンターと連携 運営に対する意欲を高める。ターが社会教育事業の指針である

して現状把握と課題の整理を行っ 引き続き、オンライン会議を実施「社会教育中期計画」の考え方や

た。また、県主催の研修会や公民館 し、各地域での事業実施に活用でき学習関連情報を共有する。

大会等の際には、ＩＣＴ機器を活用 るよう職員の操作技術の習得に努め 継続
したサテライト会場を設営するな る。

ど、オンライン会議開催のための技

術の向上に努めた。
【令和３年度市民サービスセンター

職員各種研修会参加人数】

・推進会議 47人
・各種研修会 13人

合計 60人
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※ 各市民サービスセンターの事業実績

令和元年度 令和２年度 令和３年度

実施回数 実施回数 実施回数施設名 計画事業数 実施事業数 計画事業数 実施事業数 計画事業数 実施事業数
中央市民サービスセンター 20件 20件 198回 20件 18件 143回 20件 18件 150回

東部市民サービスセンター 16件 15件 130回 15件 8件 59回 14件 9件 74回

西部市民サービスセンター 22件 20件 96回 20件 10件 53回 20件 12件 56回
南部市民サービスセンター 19件 19件 77回 22件 18件 55回 18件 13件 33回

北部市民サービスセンター 35件 33件 151回 35件 20件 96回 35件 23件 91回

河辺市民サービスセンター 16件 16件 57回 16件 13件 41回 15件 13件 37回
雄和市民サービスセンター 10件 10件 67回 10件 5件 25回 10件 7件 35回

計 138件 133件 776回 138件 92件 472回 132件 95件 476回

【学識経験者の意見等】

○今後は、全ての市民サービスセンターにおいてオンラインでの事業が推進できるよう、インターネットの整備を充実させるとともに職員

の操作技術の向上を進めていただきたい。
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